
吉
田
 
松
 
陰1

和
歌の

 

俳詩
藻

句
 
編
1

 
松
陰
の
詩
藻
を
通
じ
て
、
思
想
と
情
緒
を
見
究
め
る
に
は
全

十
巻
の
松
陰
全
集
に
点
在
す
る
漢
詩
六
七
二
首
、
和
歌
一
〇
九

首
（
内
八
首
は
同
趣
重
量
の
歌
）
、
俳
句
六
三
句
を
時
代
順
に

配
列
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
集
は
日
記
、

紀
行
、
書
簡
な
ど
に
便
宜
的
に
ま
と
め
て
編
集
し
て
あ
る
の
で

そ
の
中
に
散
在
す
る
詩
歌
を
時
代
順
に
正
確
に
配
列
し
な
お
す

こ
と
は
困
難
で
あ
り
不
可
能
な
点
も
あ
る
が
、
詩
と
歌
と
句
を

時
代
順
に
配
列
し
通
し
番
号
と
巻
数
と
頁
を
付
記
し
、
索
引
の

便
宜
を
は
か
り
、
論
述
は
そ
の
番
号
を
示
す
こ
と
に
し
た
。
六

七
二
首
の
漢
詩
研
究
は
「
吉
田
松
陰
の
詩
藻
」
 
（
下
）
と
し
て

次
号
論
叢
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
併
せ
て
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。

 
和
歌
は
同
趣
類
歌
を
時
を
隔
て
て
別
人
に
認
め
た
り
、
そ
の

際
に
多
少
の
加
筆
改
作
し
た
作
品
も
あ
る
が
程
度
に
よ
り
削
除

山

中

鉄

三

し
た
り
重
復
と
思
わ
れ
る
の
も
あ
る
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お

く
。
頁
数
は
大
和
書
房
版
吉
田
松
陰
全
集
（
私
達
が
頭
註
作
業

を
完
成
さ
せ
た
も
の
）
に
拠
っ
た
。
全
集
は
原
文
（
漢
文
体
の

ま
ま
）
の
昭
和
九
年
版
と
読
み
下
し
文
の
昭
和
十
五
年
忌
（
共

に
岩
波
版
）
と
昭
和
四
十
七
年
版
の
頭
註
本
（
大
和
書
房
版
）

と
三
回
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

歌
と
句
の
傾
向
を
お
よ
そ
に
分
類
す
る
と
、

挨 外 国 自 自
夷 家

妖 然
拶 ● ●

'、、、

● 時 忠 へ 督
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1981年11月 山中鉄三：吉田松陰の詩藻

 
 
 
松
陰
の
歌
と
句
 
目
次

 
 
 
 
 
 
O
の
数
字
は
歌
及
び
句
の
通
番
号

 
 
 
 
 
松
陰
の
和
歌

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
2
3
歳
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
（
三
）

 
 
（
九
巻
東
北
遊
日
記
）
①

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
2
4
歳
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
（
三
）

 
 
（
七
巻
書
簡
）
②
個

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
2
5
歳
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
（
四
）

 
 
（
九
巻
回
顧
録
）
㈲
、
 
（
七
巻
書
簡
）
㈲
～
⑰
、
 
（
六
巻

 
 
松
陰
詩
稿
）
⑱
～
⑳

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
2
6
歳
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
・
（
六
）

 
 
（
六
巻
松
陰
詩
稿
㈲
㈱
、
 
（
七
巻
書
簡
）
伽
、
 
（
六
巻
詩

 
 
文
拾
遺
）
㈱
～
⑱
①
、
 
（
二
巻
賞
月
雑
草
）
㈱
㈱
、
 
（
二
巻

 
 
獄
中
俳
譜
）
㈱
、
 
（
二
巻
冤
魂
慰
草
）
㈱

安
政
三
年
・
四
年
 
無
し

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
2
9
歳
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
（
八
）

 
 
（
四
巻
戊
午
幽
室
文
闘
）
㈲

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
3
0
歳
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
（
九
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
 
（
五
巻
己
三
文
稿
）
㈲
～
㈲
、
 
（
六
巻
詩
文
拾
遺
）
㈲
～

 
 
㈹
、
 
（
八
巻
書
簡
）
㈲
㈹
、
 
（
九
巻
東
行
前
日
記
）
㈹
～

 
 
㈱
、
 
（
六
巻
涙
松
集
）
α
の
～
㈱
、
 
（
八
巻
書
簡
）
㈱
～
㈲

 
 
（
六
巻
留
魂
録
）
圃
～
綱
、
 
（
六
巻
詩
文
拾
遺
）
㈹
～
姻

 
 
 
 
 
松
陰
の
俳
句

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
2
5
歳
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
（
二
〇
）

 
 
（
六
巻
松
陰
詩
稿
）
…
田

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
2
6
歳
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
（
三
）

 
 
（
七
巻
書
簡
）
②
㈹
、
 
（
二
巻
賞
誉
雑
草
）
ω
～
㎝
、

 
 
（
二
巻
獄
中
俳
譜
）
働
る
㈹
、
 
（
二
巻
冤
隠
撮
草
）
㈲
～

 
 
㈱

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
2
7
歳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
二
四
）

 
 
（
七
巻
書
簡
）
㈲
㈹

安
政
四
年
無
し

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
2
9
歳
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
（
二
五
）

 
 
（
四
巻
戊
午
幽
室
文
稿
）
㈹
、
 
（
⊥
ハ
巻
詩
文
拾
遺
）
㈱
、

 
 
（
九
巻
東
行
前
日
記
）
㈹
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松
陰
の
和
歌

 
 
嘉
永
五
年
（
壬
子
）
晒
八
五
二
 
2
3
歳

ω
明
日
も
ま
た
櫻
か
ざ
し
て
遊
ば
（
誤
力
び
）
な
む
今
年
ば
か

 
り
の
春
と
思
へ
ば

 
（
九
巻
東
北
遊
日
記
・
二
六
〇
頁
）
松
陰
は
文
飾
の
文
章
家

や
詩
人
の
才
の
な
い
こ
と
を
自
認
し
経
国
済
世
の
思
想
、
尊
皇

擦
夷
の
時
務
論
や
行
動
者
を
自
認
し
て
い
た
こ
と
は
漢
詩
に
も

明
白
に
表
出
し
て
い
る
が
、
反
面
ま
た
詩
人
的
風
雅
に
も
あ
こ

が
れ
て
い
た
こ
と
も
初
期
の
漢
詩
（
特
に
十
代
か
ら
二
十
代
の

初
頭
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。
松
陰
は
そ
の
矛
盾
の
中
に
時
に
暫

し
時
に
左
す
る
有
様
で
あ
り
、
絶
望
の
時
（
獄
囚
の
時
な
ど
）

は
詩
人
的
稟
質
が
に
わ
か
に
蘇
っ
て
く
る
の
は
右
の
矛
盾
的
両

端
を
身
に
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
東
北
亡
命
は
表
向
き
は

江
楮
五
郎
の
仇
討
ち
助
け
っ
と
だ
が
経
国
済
民
を
背
景
に
し
た

北
陸
政
治
経
済
の
探
訪
研
究
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。
決
し
て
文
学
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
歌
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

漢
詩
と
併
記
し
て
い
て
、
 
「
棄
二
絶
」
文
章
一
男
幾
春
」
と

あ
る
の
は
美
文
を
書
く
文
章
家
に
な
る
こ
と
を
棄
絶
し
て
い
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
テ
 
 
ル
 
 
ヲ

心
で
あ
る
が
「
昨
夜
松
州
誤
観
レ
月
」
、
松
島
の
月
を

誤
っ
て
見
て
、
に
わ
か
に
詩
人
の
心
と
な
っ
た
と
風
雅
に
興
じ

て
い
る
自
分
を
見
出
で
て
歌
を
作
り
、
桜
を
か
ざ
し
て
遊
び
た

い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
松
陰
の
矛
盾
的
二
重
層
の
世
界
を
垣

間
み
る
歌
で
あ
る
。

 
 
嘉
永
六
年
（
癸
丑
）
一
八
五
三
 
2
4
歳

 
ア
メ
リ
カ

②
亜
墨
奴
が
欧
羅
を
約
し
来
る
と
も
備
の
あ
ら
ば
何
か
恐
れ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
き
し
ま

㈹
備
と
は
艦
と
砲
と
の
謂
な
ら
ず
吾
が
敷
州
の
大
和
魂

 
 
（
七
巻
書
簡
集
二
〇
九
頁
）
共
に
兄
梅
太
郎
へ
示
し
た
も

の
。
松
陰
の
歌
に
は
純
粋
な
文
学
的
短
歌
は
す
く
な
い
、
多
く

は
思
想
伝
達
か
、
意
志
提
示
か
、
教
訓
、
自
警
の
も
の
で
、
こ

の
こ
と
は
漢
詩
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
漢
詩
は
和
歌
に
く
ら
べ

て
純
粋
詩
が
若
干
み
ら
れ
る
の
は
中
国
の
漢
詩
の
影
響
と
み
る

べ
き
だ
ろ
う
。
和
歌
は
、
当
時
の
国
学
や
儒
学
者
の
作
で
文
学

的
な
和
歌
は
ほ
と
ん
ど
な
く
目
に
触
れ
る
こ
と
も
不
可
能
に
近

か
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
防
と
譲

夷
の
思
想
を
表
面
に
出
し
、
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
と
組
ん

で
来
冠
し
て
も
大
和
魂
が
あ
れ
ば
恐
れ
な
い
と
い
う
、
短
絡
的

な
思
想
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
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安
政
元
年
（
甲
寅
）
一
八
五
四
年
 
2
5
歳

ω
世
の
人
は
よ
し
あ
し
ご
と
も
い
は
ば
い
へ
賎
が
誠
は
神
ぞ
知

 
る
ら
ん

 
（
九
巻
回
顧
録
三
九
六
頁
）
下
田
踏
海
失
敗
の
時
に
下
田
で

詠
ん
だ
作
。
国
禁
を
犯
し
て
国
外
に
出
る
こ
と
を
松
陰
は
最
後

ま
で
悪
い
事
と
思
っ
て
い
な
い
。
国
禁
は
徳
川
三
百
年
の
法
で

私
は
日
本
三
千
年
の
法
で
考
え
て
い
る
と
兄
へ
の
書
簡
に
書
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

て
い
る
。
た
と
え
世
間
の
人
が
「
悪
し
ご
と
」
と
言
っ
て
も
神

は
照
覧
あ
る
こ
と
だ
と
、
信
念
を
述
べ
た
も
の
。
・

㈲
と
く
か
へ
り
た
け
き
教
を
弘
め
て
給
へ
広
き
大
和
に
連
れ
か

 
あ
る
ら
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
五
月
二
十
一
日
）

㈲
す
め
か
み
の
み
こ
と
か
し
こ
み
身
の
上
は
な
り
ゆ
く
ま
ま
に

 
ま
か
せ
こ
そ
す
れ

 
（
七
巻
書
簡
集
二
三
一
頁
）
共
に
宮
部
貯
蔵
へ
の
作
で
下
田

雲
海
（
三
月
二
十
八
日
）
後
の
江
戸
獄
（
四
月
十
五
日
入
牢
）

か
ら
送
っ
た
も
の
。
熊
本
藩
の
宮
部
鼎
蔵
は
終
生
の
友
で
東
北

亡
命
に
も
同
行
、
の
ち
京
都
池
田
屋
で
新
撰
組
に
殺
さ
れ
た
。

武
道
を
弘
め
て
擁
夷
国
防
を
果
た
す
の
は
君
だ
と
激
励
し
た
心

で
あ
る
。
㈲
は
作
品
と
し
て
も
で
き
た
秀
作
。
識
得
し
た
澄
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四

だ
心
境
で
あ
る
。
松
陰
は
こ
れ
以
後
は
獄
か
出
盛
か
の
生
涯
を

終
る
が
、
獄
と
い
う
環
境
を
嫌
悪
す
る
こ
と
は
な
く
「
福
二
」

と
考
え
大
い
に
勉
強
す
る
場
と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
ほ
と
ん

ど
の
著
作
は
獄
幽
室
の
間
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
獄
は
松
陰

に
と
っ
て
「
別
荘
ト
で
も
あ
っ
た
。

㎝
秋
風
に
手
折
り
し
園
の
草
花
を
つ
ぼ
み
な
が
ら
に
散
る
ぞ
悲

 
し
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
月
十
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ち
す

㈹
一
度
は
さ
か
せ
て
見
た
き
蓮
花
手
折
り
し
入
の
あ
だ
心
か
な

 
（
七
巻
二
三
一
頁
）
知
己
の
土
屋
薫
海
へ
「
瓶
花
を
惜
し
み

て
」
の
心
を
江
戸
獄
か
ら
送
る
。
松
陰
の
歌
に
は
珍
し
く
自
然

愛
情
の
秀
作
の
歌
で
あ
る
。

働
起
き
ふ
し
に
故
郷
お
も
ふ
吾
が
こ
こ
ろ
文
み
る
人
は
知
る
や

 
知
ら
ず
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
月
二
日
）

㈹
ふ
ら
ば
ふ
れ
よ
も
の
の
き
ば
は
宣
し
つ
く
月
見
ぬ
を
り
に
す

 
む
身
な
り
せ
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
九
月
二
日
）

㎝
月
を
見
ば
さ
こ
そ
こ
こ
ろ
の
あ
く
が
れ
め
な
さ
け
あ
り
け
り

 
う
き
ぐ
も
の
そ
ら

 
（
働
は
七
巻
二
三
八
頁
、
㎝
㎝
は
二
四
五
頁
）
江
戸
獄
か
ら

小
倉
健
作
〔
松
島
剛
蔵
、
小
田
村
伊
之
助
1
1
松
陰
妹
寿
の
婿
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（
の
ち
揖
取
素
彦
）
と
三
人
兄
弟
の
末
弟
〕
へ
届
け
た
「
中
秋

無
月
し
と
し
て
の
作
で
、
自
然
詠
で
あ
る
。
⑩
の
下
句
は
「
牢

に
住
む
身
で
あ
る
か
ら
」
の
意
と
思
わ
れ
「
せ
ば
」
の
仮
定
条
件

は
語
法
的
に
は
誤
。
ω
は
美
し
い
月
を
も
し
見
る
な
ら
ば
志
士

の
思
い
を
忘
れ
て
風
雅
に
興
ず
る
か
も
し
れ
な
い
、
雲
が
月
を

か
く
す
の
で
そ
の
お
そ
れ
も
な
い
。
雲
は
な
さ
け
が
あ
る
よ
、

の
意
で
松
陰
に
多
い
二
重
層
の
矛
盾
性
を
反
影
し
た
も
め
で
こ

の
精
神
過
程
は
詩
に
も
多
い
。

働
た
ら
ち
ね
の
た
ま
ふ
そ
の
名
は
あ
だ
な
ら
ず
千
世
万
世
へ
と

 
め
よ
そ
の
名
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
月
三
日
）

 
（
七
巻
書
簡
集
二
八
七
頁
）
江
戸
獄
か
ら
萩
野
山
獄
に
移
送

（
十
月
二
十
四
日
）
さ
れ
妹
千
代
（
児
玉
祐
之
妻
）
へ
萬
吉
出

生
を
祝
っ
て
の
作
、
松
陰
の
妹
た
ち
へ
の
書
簡
は
戦
前
に
教
科

書
に
用
い
ら
れ
る
程
の
立
派
な
文
で
今
で
も
女
子
教
育
に
必
読

の
価
値
を
も
つ
。
名
を
後
世
に
留
め
る
ほ
ど
の
人
に
な
れ
と
祈

り
を
こ
め
て
祝
い
激
励
し
た
も
の
。
以
下
野
山
獄
。

㈲
1
ω
と
同
じ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
月
八
日
）

ω
か
く
す
れ
ば
か
く
な
る
も
の
と
知
り
な
が
ら
巳
む
に
巳
ま
れ

 
ぬ
大
和
魂

 
（
七
巻
書
簡
集
二
九
五
頁
）
下
田
獄
か
ら
江
戸
獄
へ
移
送
の

途
次
、
泉
岳
寺
前
を
通
り
四
十
七
士
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
忠
義

心
を
思
い
な
ぞ
ら
え
て
、
下
田
踏
海
は
国
へ
の
忠
義
心
か
ら
だ

と
、
そ
の
大
和
魂
を
兄
梅
太
郎
（
松
陰
の
獄
中
生
活
の
勉
強
や

著
作
に
必
要
な
書
物
や
資
料
提
供
は
梅
太
郎
の
尽
力
に
よ
る
）

へ
野
山
獄
か
ら
届
け
た
も
の
。
松
陰
の
大
和
魂
の
根
幹
は
忠
と

孝
で
あ
り
、
兵
学
の
論
理
と
か
ら
ま
せ
て
忠
と
孝
の
松
陰
独
特

の
解
釈
は
文
や
詩
や
歌
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

㈲
八
潮
路
を
た
や
す
く
わ
た
る
も
ろ
こ
し
の
海
の
城
て
ふ
な
く

 
て
や
ま
め
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
月
十
八
日
）

 
（
七
巻
書
簡
集
三
〇
六
頁
）
宛
先
の
玉
木
文
之
進
は
叔
父
と

し
て
の
保
護
指
導
だ
け
で
な
く
村
塾
（
文
之
進
主
宰
）
の
門
下
生

と
し
て
松
陰
に
絶
対
的
な
影
響
を
与
え
た
。
文
之
進
は
松
陰
に

対
し
ス
パ
ル
タ
式
英
才
教
育
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
最
後
（
前

廉
一
誠
の
乱
の
時
）
は
松
陰
思
想
体
系
に
殉
死
し
た
趣
が
あ

る
。
右
の
歌
は
外
夷
の
軍
艦
を
な
い
も
の
に
し
て
終
り
た
い
、

と
い
う
嬢
夷
の
心
で
あ
る
。

㈲
文
う
つ
す
硯
の
氷
解
け
に
け
り
梅
な
き
家
も
春
は
立
ち
ぬ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
月
二
十
四
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
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⑰
大
そ
ら
の
恵
は
い
と
ど
遍
ね
け
り
人
屋
の
窓
も
照
ら
す
日
の

 
影

 
（
七
巻
書
簡
集
三
〇
九
頁
）
兄
梅
太
郎
へ
の
歌
。
獄
で
の
写
本

も
ス
ム
ー
ス
に
進
み
野
山
獄
に
も
立
春
の
来
た
挨
拶
で
あ
り
、

松
陰
の
平
和
さ
が
窺
え
る
。
⑰
は
君
寵
が
獄
の
私
に
も
あ
ま
ね

く
と
ど
く
平
和
を
感
謝
し
て
い
る
心
。
松
陰
は
牢
生
活
で
自
由

に
勉
強
で
き
夜
は
明
り
も
提
供
さ
れ
衣
食
も
無
料
で
あ
る
こ
と

を
感
謝
し
た
文
を
残
し
て
い
る
。

⑬
も
の
お
も
ひ
筑
紫
の
道
の
い
と
な
が
き
み
じ
か
き
ふ
み
に
い

 
か
で
っ
き
な
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
野
山
獄
中
）

⑳
も
の
お
も
ひ
つ
き
ず
ば
つ
き
そ
つ
き
ず
と
も
お
も
ふ
こ
こ
ろ

 
は
し
る
人
ぞ
知
る

（
六
巻
松
陰
詩
稿
四
四
頁
）
友
人
林
藤
橘
（
筑
前
の
隠
士
ウ
の

「
言
を
尽
す
は
尺
憤
に
非
ず
」
の
詩
文
を
受
け
て
の
返
歌
で
、

⑱
思
い
を
尽
し
て
道
を
語
り
つ
く
す
こ
と
は
短
い
手
紙
に
は
で

き
な
い
。
と
掛
詞
（
尽
す
と
筑
紫
）
を
用
い
て
の
技
巧
歌
。
松

陰
は
古
歌
も
か
な
り
見
て
い
る
こ
と
は
㈹
の
「
硯
の
氷
」
な
ど

で
も
頷
け
る
。
⑲
思
い
は
書
き
尽
し
て
な
く
て
も
真
の
知
己
の

心
は
理
解
で
き
る
。
の
意
。
「
つ
き
そ
」
は
「
な
尽
き
そ
」
の
略
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六

⑳
-
㈲
と
同
じ
。
 
（
叔
父
玉
木
文
之
進
宛
、
略
）

 
あ
き
ひ

⑳
旭
さ
す
軒
端
の
雪
も
消
え
に
け
り
わ
が
故
郷
の
梅
や
さ
く
ら

 
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
兄
梅
太
郎
宛
）

働
ま
ど
か
に
と
祝
ひ
初
め
に
し
鏡
餅
君
が
心
を
照
ら
し
て
ぞ
見

 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
母
方
の
叔
母
宛
）

㈱
1
0
0
と
同
じ
（
兄
宛
、
略
）
七
巻
松
陰
詩
稿

⑳
i
⑯
と
同
じ
。
 
（
兄
宛
、
略
）
共
に
四
五
頁
。

 
（
六
巻
詩
稿
四
四
、
五
頁
）
松
陰
の
詩
に
も
梅
が
多
く
、
松

と
共
に
節
操
の
高
く
固
い
比
喩
に
用
い
て
い
る
が
こ
の
歌
は
素

直
に
家
の
梅
花
を
立
春
に
偲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
㈱
鏡
餅
を
貰

っ
た
お
礼
。
鏡
餅
の
鏡
の
縁
語
を
用
い
て
、
叔
母
の
尊
い
心
を

照
ら
し
て
み
る
と
言
い
、
古
歌
の
技
法
を
心
得
た
歌
で
あ
る
。

 
 
安
政
二
年
（
乙
卯
）
一
八
五
五
年
 
2
6
歳

 
う
ら
や
ま

㈲
浦
山
し
心
の
儘
に
踏
み
行
か
ん
春
の
東
の
山
の
霞
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
月
十
日

㈱
今
日
よ
り
ぞ
幼
心
を
打
ち
捨
て
て
人
と
成
り
に
し
道
を
踏
め

 
か
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
月
十
一
こ

組
（
六
巻
松
陰
詩
稿
六
八
頁
）
親
戚
の
藩
医
岡
田
以
伯
の
相
模

戌
営
に
東
上
す
る
の
を
野
山
獄
か
ら
送
る
歌
。
㈱
は
同
じ
く
七
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○
頁
。
叔
父
玉
木
文
之
進
の
嗣
子
彦
介
の
元
服
に
正
し
い
道
を

踏
み
行
け
と
激
励
し
た
歌
で
共
に
挨
拶
を
ふ
く
め
た
作
品
と
い

え
る
。

伽
i
㈲
と
同
じ
。
 
（
野
山
獄
よ
り
兄
梅
太
郎
宛
、
略
）

㈱
清
ら
か
な
夏
木
の
か
げ
に
や
す
ら
へ
ど
人
ぞ
い
ふ
ら
ん
花
に

 
迷
ふ
と

 
か
け
ご
う

．
㈲
懸
香
の
か
を
は
ら
ひ
た
き
篭
れ
も
か
な
と
は
れ
て
は
ち
る
軒

 
の
風
蘭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
す

㈱
一
筋
に
風
の
中
行
く
螢
か
な
ほ
の
か
に
薫
る
池
の
荷
の
葉

 
 
（
六
巻
松
陰
詩
稿
三
四
八
頁
）
野
山
獄
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
で

同
囚
の
吉
村
善
作
を
俳
句
の
先
生
と
し
て
押
し
立
て
そ
の
作
品

集
を
松
陰
は
「
如
月
雅
草
」
 
「
獄
中
俳
譜
」
と
題
し
て
書
き
残

し
た
。
富
永
有
隣
、
河
野
数
馬
な
ど
多
く
の
俳
句
、
和
歌
、
漢

詩
を
み
る
が
、
そ
の
中
に
身
持
ち
の
悪
い
未
亡
人
高
須
久
子
が

親
の
依
頼
に
よ
り
野
山
獄
に
入
れ
ら
れ
俳
句
を
た
し
な
ん
で
い

た
。
松
陰
の
獄
中
講
話
「
孟
子
」
な
ど
を
聞
き
並
々
な
ら
ぬ
人

物
に
敬
慕
を
寄
せ
、
松
陰
も
彼
女
の
心
に
和
歌
を
も
っ
て
答
え

た
。
松
陰
の
生
涯
で
具
体
的
な
女
性
は
彼
女
一
人
で
あ
っ
て
、

小
説
や
映
画
で
「
ほ
の
か
な
恋
」
と
い
っ
た
形
で
取
扱
わ
れ
る

所
以
で
あ
る
。
俳
句
は
彼
女
の
方
が
松
陰
よ
り
は
る
か
に
勝
っ

て
い
る
こ
と
を
松
陰
は
知
っ
て
の
こ
と
か
、
和
歌
で
答
え
る
の

を
常
と
し
た
。
松
陰
は
そ
ん
な
心
や
す
さ
か
ら
平
戸
・
長
崎
遊

学
、
東
北
亡
命
、
下
田
笹
野
な
ど
過
去
の
行
跡
を
彼
女
に
物
語

っ
た
。
彼
女
は
十
二
歳
の
年
上
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
あ
る
甘
え

と
安
ら
ぎ
が
松
陰
の
心
を
許
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
「
高
須
未

亡
人
に
数
々
の
い
さ
を
し
を
も
の
が
た
り
し
跡
に
て
」
と
前
書

し
て
い
る
。
㈱
は
、
そ
う
し
た
松
陰
の
心
や
す
さ
か
ら
彼
女
と

親
し
く
話
し
心
安
ら
ぐ
の
を
人
は
美
し
い
未
亡
人
に
心
迷
う
て

い
る
と
見
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ふ
と
心
を
よ
ぎ
る
思
い
を
歌

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
㈲
⑱
①
は
「
未
亡
人
の
贈
ら
れ
し
発
句
の

脇
と
て
」
と
前
書
し
て
あ
る
が
、
そ
の
発
句
は
わ
か
ら
な
い
が

安
政
二
年
十
二
月
十
五
日
免
獄
杉
家
幽
静
へ
の
別
れ
の
と
き
、

女
久
子
と
し
て
「
鴨
坐
り
て
あ
と
淋
し
さ
の
夜
明
か
な
」
と
松

陰
に
贈
っ
た
句
が
あ
り
こ
れ
は
明
ら
か
に
女
と
し
て
の
久
子
の

淋
し
さ
を
伝
え
て
い
る
、
そ
う
い
っ
た
心
に
答
え
て
の
歌
で
あ

 
 
 
 
こ
う

る
。
懸
け
た
香
を
彼
女
に
た
ぐ
え
て
、
香
の
匂
い
が
身
に
絡
み

つ
い
た
お
も
い
、
そ
れ
を
払
い
の
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
払
い
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

い
私
、
そ
ん
な
迷
妄
を
問
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
の
香
は
た
だ
清

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
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く
匂
う
軒
の
風
蘭
の
放
つ
匂
い
で
は
な
い
か
、
と
二
分
の
迷
妄

を
恥
じ
る
思
い
を
歌
に
し
た
も
の
で
、
曲
折
し
た
心
象
詠
で
あ

る
。㈲

は
、
池
に
薫
る
蓮
を
彼
女
に
た
ぐ
え
て
い
る
。
そ
の
美
し
い

蓮
の
香
の
中
を
私
は
風
と
共
に
去
る
螢
で
あ
る
と
詠
ん
で
い

る
。
お
さ
え
た
相
聞
の
歌
と
い
え
る
。
二
首
、
松
陰
の
す
ぐ
れ

た
短
歌
で
あ
る
。

㈹
ゆ
く
り
な
き
雲
の
立
ま
ひ
か
く
ろ
ひ
て
今
宵
の
月
を
見
で
や

 
止
む
哉

㈱
明
月
の
は
れ
着
と
芋
も
薄
絹
を
着
て
は
座
敷
へ
打
ち
こ
ろ
び

 
け
り

 
（
二
巻
賞
月
雑
草
一
八
七
頁
）
鋤
は
仲
秋
無
月
と
題
し
、
月

を
見
な
い
で
終
る
こ
と
よ
の
意
。
㈱
は
仲
秋
と
題
し
た
瓢
一
房

（
松
陰
の
戯
号
）
の
盛
運
歌
。
到
げ
た
も
の
で
松
陰
に
は
謹
厳

隔
固
な
も
の
の
外
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
酒
脱
な
一
面
が
書
簡
な
ど

に
応
々
み
ら
れ
る
が
詩
歌
に
も
そ
の
片
鱗
が
う
か
が
え
る
。
ゆ

で
た
月
見
料
理
の
里
芋
が
座
敷
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
縁
語
を
駆
使
し
た
技
巧
の
歌
で
あ
る
。
里
芋
の
皮
を
薄

絹
（
き
ぬ
か
ず
き
と
も
云
う
）
と
表
現
し
そ
れ
を
明
月
を
み
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八

晴
着
と
見
立
て
て
、
そ
ん
な
芋
の
こ
ろ
ん
だ
姿
を
詠
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

 
あ
け

㈱
暁
ぼ
の
の
さ
さ
鳴
き
高
し
冬
の
梅
・
起
き
て
手
洗
ふ
水
澗
る

 
 
た
に

 
る
澗

 
（
二
巻
獄
中
俳
譜
二
＝
二
頁
）
防
府
天
満
宮
奉
納
の
短
歌
形

式
で
あ
る
が
単
連
歌
の
心
組
み
で
作
っ
た
も
の
に
見
え
る
。
神

官
の
鈴
木
高
靹
は
歌
人
で
古
学
者
、
松
陰
の
歌
に
添
削
を
し
た

ほ
ど
の
人
で
、
そ
ん
な
関
係
か
ら
届
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

圃
箱
根
山
け
は
し
き
道
を
越
す
時
は
過
ぎ
に
し
友
の
な
ほ
思
は

 
れ
ん
 
※
こ
の
歌
の
作
歌
年
次
は
㈹
参
照
。

 
（
二
巻
冤
魂
慰
草
二
五
九
頁
）
下
田
踏
海
に
行
を
共
に
し
萩

獄
で
死
ん
だ
金
子
重
輔
を
悼
み
全
国
の
詩
歌
人
に
弔
詩
を
求
め

二
年
が
か
り
で
完
成
し
た
詩
歌
集
に
、
安
政
六
年
五
月
二
十
一

日
に
、
江
戸
護
送
の
時
に
重
輔
を
偲
ぶ
歌
と
し
て
詠
ん
だ
も
の

を
附
録
と
し
て
加
え
た
も
の
。
松
陰
は
重
輔
の
た
め
に
墓
建
立

に
ま
で
力
を
尽
し
執
念
の
よ
う
な
友
情
を
示
し
た
。

 
 
安
政
五
年
（
戊
午
）
一
八
五
八
年
 
2
9
歳

 
 
 
 
 
 
 
 
す
た

㈲
歳
月
は
齢
と
共
に
頽
れ
ど
も
頽
れ
ぬ
も
の
は
大
和
魂

 
（
四
巻
戊
午
六
徳
文
稿
四
九
四
頁
）
除
夜
の
感
懐
で
漢
詩
と
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併
記
し
て
あ
っ
て
、
大
和
魂
と
は
忠
孝
の
二
字
に
関
わ
る
内
容

 
 
 
 
 
レ
テ
 
 
ニ
 
 
ノ
タ
リ
 
 
レ
 
 
た
が
ふ

で
あ
る
。
吾
生
二
於
国
一
不
忠
臣
又
是
囹
圏
違
二
心

 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
 
 
 
ヨ
リ
 
 
 
 
 
 
メ
テ
 
レ
ノ
と
き
ゾ

親
一
云
々
。
ま
た
、
君
恩
重
二
於
嶽
一
図
報
定
何
辰
云

々
の
絶
句
の
一
聯
を
み
て
も
忠
と
孝
の
実
を
あ
げ
え
な
い
無
念

さ
、
そ
し
て
益
々
の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
心
で
あ
る
。

 
 
安
政
六
年
（
噂
話
）
一
八
五
九
年
 
3
0
歳

 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
び
と

㈲
若
芽
刈
る
磯
の
蟹
人
事
問
は
む
異
な
る
国
の
春
や
如
何
に
と

㈱
九
重
の
悩
む
御
心
思
ほ
へ
ば
手
に
と
る
屠
蘇
も
呑
み
得
ざ
る

 
な
り

㈱
事
し
あ
ら
ば
君
の
都
に
詣
づ
べ
し
今
朝
聴
く
か
け
に
声
劣
ら

 
め
や

 
（
五
巻
己
未
文
華
一
二
三
～
一
二
六
頁
）
元
旦
詠
で
漢
詩
と

併
記
し
て
あ
る
。
歌
だ
け
見
る
と
平
凡
だ
が
漢
詩
の
心
と
併
せ

る
と
自
ら
別
の
感
懐
が
湧
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
ル
 
 
ノ

㈹
の
詩
に
「
太
陽
朝
上
海
東
戎
狭
蛮
夷
淑
気

 
ジ同

」
と
あ
る
。
「
太
陽
は
朝
、
日
本
の
春
の
東
の
海
に
上
る
、

夷
狭
（
外
国
の
蔑
称
）
も
春
の
温
和
な
気
は
同
じ
」
と
い
う

心
で
、
さ
て
海
人
に
外
国
の
春
の
気
は
ど
う
で
あ
る
か
と
問
う

て
み
た
い
の
意
。
松
陰
の
心
の
奥
に
は
、
日
本
の
す
ば
ら
し
い

春
と
同
じ
も
の
が
外
国
に
あ
る
か
と
疑
っ
て
い
る
気
分
が
あ

る
。㈱

の
詩
に
日
米
修
好
通
商
条
約
（
安
政
五
年
）
は
違
勅
で
あ
る

こ
と
を
幕
府
は
畏
れ
発
し
む
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
を
思
う
と

 
ぬ
す
む
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
シ

「
楡
レ
生
煮
葬
臣
多
レ
罪
」
と
述
べ
、
草
紙
の
臣
は
正
月

と
は
い
え
屠
蘇
を
心
楽
し
く
の
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
歌
っ
た

も
の
で
時
局
を
非
常
に
深
く
胸
に
受
け
と
め
て
い
る
こ
と
が
乾

せ
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
ご
 
 
び
 
 
 
 
 
 
フ
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
タ
リ

㈱
の
詩
に
「
磨
課
猶
迷
皇
帝
邦
聴
得
三
元
鶏

一
唱
」
と
あ
る
。
獄
中
に
探
て
も
醒
め
て
も
日
本
の
前
途
を

憂
い
、
こ
の
元
朝
、
暁
を
告
げ
る
鶏
鳴
を
聞
い
た
と
い
う
の
で

あ
る
が
松
陰
は
国
の
危
機
の
警
鐘
と
聞
い
た
筈
で
あ
る
。
今
の

危
機
は
鶏
鳴
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
松
陰
は
い
っ
で
も
天
皇
の

膝
下
に
馳
せ
参
ず
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
詩
の
結
に
 
「
勤
王

 
 
 
た
れ
か
 
 
 
 
ゾ

今
日
敦
無
双
」
と
結
ん
で
い
る
。
松
陰
は
無
双
の
忠
、

功
を
果
た
し
た
い
の
で
あ
る
。
松
陰
の
逸
る
心
を
み
る
。

㈲
花
や
憶
病
を
盛
り
の
春
の
野
に
遊
ば
で
猶
ほ
も
い
っ
か
待
つ

 
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
し
み
 
 
ヲ
 
 
ム
 
 
ヲ

 
㈱
に
次
ぎ
一
二
八
頁
。
上
句
は
 
「
愛
レ
銭
惜
レ
命
世
皆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九

一一
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是
レ
」
の
意
味
を
表
象
し
、
時
局
を
忘
れ
浮
薄
な
俗
世
に
身
を

遊
ば
せ
ず
、
擁
夷
の
旗
上
げ
の
機
は
い
っ
か
と
時
を
待
つ
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
か
り
タ
マ
フ
 
 
ヲ

だ
と
い
う
意
味
。
下
句
は
漢
詩
で
「
天
子
仁
明
魔
拝
載
夷
一

 
 
か
 
 
 
 
ラ
バ
ま
た
 

レ
ノ
 
 
ゾ

時
乎
今
去
復
何
時
」
と
あ
っ
て
待
つ
べ
き
時
と
は
嬢

夷
の
時
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ら
び

㈲
唐
国
に
宮
仕
へ
す
る
臣
達
は
君
の
な
き
世
も
薇
と
る
か
も

 
㈲
に
次
い
で
一
三
〇
頁
。
中
国
の
猛
撃
・
叔
斉
は
主
君
に
忠

諫
を
述
べ
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
首
陽
山
に
薇
を
食
っ
て
餓
死
し
節

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ク
 
シ
テ
と
ラ
ン
ヤ
 
ノ

義
を
守
っ
た
故
事
を
ふ
ま
え
て
、
 
「
西
山
早
臥
釆
二
其

 
ヲ薇

一
」
 
と
述
べ
、
松
陰
は
餓
死
す
る
こ
と
な
く
命
の
限
り
君
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
こ
と
な
り

の
義
を
完
う
す
る
の
決
意
を
述
べ
 
「
神
国
君
臣
殊
二
異

 
ニ域

一
」
 
の
心
を
歌
っ
た
。

 
 
 
ふ
み
 
 
 
 
 
く
さ

ω
古
き
書
読
め
ば
種
々
思
ふ
な
り
か
か
ら
ん
時
に
吾
れ
生
れ
ば

 
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
シ
テ

 
ω
㈹
共
に
；
二
頁
。
獄
中
に
し
て
「
世
営
吾
已
尽

 
シ
 
 
ス
コ
ト

無
レ
余
 
」
 
（
世
間
的
な
生
活
は
既
に
私
に
営
む
こ
と
は
許
さ

 
 
 
 
 
シ
テ
カ
ノ
 
 
ヲ
ム
 
 
う

れ
な
い
〉
 
「
存
二
何
臭
味
一
読
二
旧
選
一
」
 
（
何
の
趣
味
で
シ

ナ
の
歴
史
的
故
事
を
読
む
の
か
）
松
陰
に
と
っ
て
、
シ
ナ
の
忠

臣
義
士
が
節
を
守
っ
て
死
ん
だ
あ
の
生
き
ざ
ま
し
か
選
ぶ
道
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
〇

な
い
、
あ
の
よ
う
な
時
に
生
れ
か
わ
り
た
い
、
と
い
う
心
で
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
と

働
岩
間
な
る
梢
の
雪
は
融
け
ぬ
な
り
心
し
て
吹
け
春
の
山
風

 
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
 
 
 
ル
 
 
 
 
ノ

 
「
平
生
酷
愛
愚
公
愚
 
今
日
還
為
二
伏
樫

 
ト駒

一
」
思
想
と
行
動
へ
烈
し
く
燃
や
す
闘
志
に
松
陰
は
再
入
獄
、

閉
じ
込
め
ら
れ
た
馬
で
は
な
い
か
。
シ
ナ
の
愚
公
（
列
子
に
出

典
）
の
愚
（
土
を
運
び
山
を
移
す
愚
）
で
は
な
い
か
。
然
し
焦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
 
ヲ
 
 
 
 
 
な
か
れ

っ
て
も
成
功
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
寄
レ
語
東
風
無
ニ

リ
ニ
 
 
ス

漫
言
一
」
東
風
よ
み
だ
り
に
春
を
促
す
な
、
と
じ
っ
と
堪
え

る
心
を
歌
に
し
て
蹉
践
の
相
次
ぐ
獄
中
の
思
い
を
自
ら
慰
籍
し

た
も
の
。
そ
の
神
州
と
は
前
年
の
安
政
五
年
の
、
水
野
土
佐
守

暗
殺
策
（
九
月
）
伏
見
獄
雲
浜
脱
獄
策
（
十
月
）
間
部
老
中
要

撃
策
（
十
一
月
）
大
原
三
位
西
下
策
（
十
二
月
目
の
画
策
が
あ

り
十
二
月
二
十
六
日
再
入
獄
と
な
っ
た
も
の
だ
が
更
に
水
戸
密

使
画
策
、
清
末
藩
支
配
策
に
次
ぎ
安
政
六
年
一
月
は
藩
公
伏
見

要
駕
策
を
計
画
し
そ
の
過
激
さ
に
対
す
る
時
機
尚
早
論
が
門
弟

間
に
も
出
て
離
反
絶
交
と
い
う
孤
絶
の
運
命
が
生
じ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
お

⑬
小
夜
更
け
て
共
に
語
ら
ん
友
も
な
し
窓
に
薫
れ
る
月
の
梅
が

 
香
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次
の
㈹
と
共
に
＝
二
五
頁
。
松
陰
の
死
生
悟
入
、
死
の
斡
旋
、

諌
死
論
、
自
然
説
、
草
葬
堀
起
論
な
ど
の
死
の
哲
学
が
育
ま
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
 
 
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

て
ゆ
く
頃
に
当
る
。
 
「
夢
魂
濫
費
嘘
魂
迷
」
志
の
理

想
的
展
開
は
夢
と
な
り
詩
魂
も
湧
く
こ
と
は
な
い
、
友
も
来
な

い
、
と
い
う
の
が
獄
窓
の
月
と
梅
を
み
て
知
る
実
感
で
あ
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ッ
テ
カ
カ
ン
 
 
ヲ

と
思
わ
れ
る
。
 
「
中
宵
起
敦
聴
二
荒
難
乙
 
（
晋
の
祖
遂

が
荒
鶏
を
聞
い
て
決
然
奮
起
し
た
故
事
）
あ
あ
こ
の
国
難
に
誰

が
奮
起
す
る
の
か
と
、
絶
望
的
な
思
い
を
や
っ
て
の
歌
と
知
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

ω
心
な
き
春
の
寒
さ
の
烈
し
き
に
柳
の
色
も
繭
え
出
ざ
る
な
り

 
春
に
な
っ
て
も
緑
の
い
の
ち
を
芽
吹
か
な
い
。
こ
れ
は
春
の

 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
ま
さ
ニ
 
フ
 
 
ノ
 
 
ニ

景
色
で
な
く
「
斯
生
只
合
レ
終
日
斯
境
一
」
と
獄
中
の
無
念

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ベ
シ

さ
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
ひ
と
や

㈲
い
ま
し
め
の
入
屋
は
今
日
も
入
ぞ
来
ぬ
猶
ほ
人
の
日
と
人
や

 
い
ふ
ら
む

 
 
 
 
 
 
じ
ん
じ
つ

 
一
月
七
日
を
人
日
と
い
う
の
に
人
は
獄
屋
を
尋
ね
て
来
る
人

が
い
な
い
。
な
ぜ
人
日
と
い
う
の
か
。
し
か
し
牢
獄
に
あ
っ

 
 
 
ラ
 
シ
ム
 
 
 
 
 
 
 
ブ
 
 
 
 
 
ニ

て
「
自
怪
余
情
及
二
野
梅
一
」
と
詩
情
ま
で
も
捨
て
よ
う

と
は
し
な
い
松
陰
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
ひ
と
や

㈲
人
間
は
ぬ
入
屋
も
春
は
問
ひ
に
け
り
窓
の
日
影
に
梅
の
香
ぞ

 
す
る

 
門
弟
の
離
反
な
ど
へ
の
激
怒
（
絶
食
、
緯
死
な
ど
も
試
み
た

ほ
ど
）
も
す
ぐ
に
解
け
て
多
く
の
詑
書
が
届
け
ら
れ
る
の
だ
が

 
 
ニ
ス
 
 
 

ニ
シ
ム
ヲ

「
特
許
二
陳
書
静
…
処
親
一
」
 
（
獄
舎
に
自
由
に
古
書
の

読
め
る
こ
と
）
松
陰
は
読
書
で
心
の
乾
き
を
癒
し
獄
窓
の
梅
に

親
し
む
の
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
で

㈲
か
し
こ
く
も
千
世
に
芽
出
た
き
大
君
に
賎
が
摘
み
得
し
芹
捧

 
げ
ば
や

 
同
じ
く
五
巻
己
未
々
稿
（
以
下
㈲
ま
で
）
一
四
一
頁
。

 
 
ノ
 
 
 
 
シ
 

ニ
 
ス
ル
 
 
 
ヲ

「
此
時
無
三
戸
策
八
姫
勲
一
」
と
シ
ナ
尭
舜
の
君
を
連
想
し

我
は
大
君
に
報
恩
の
殊
勲
を
示
し
た
い
と
い
う
心
で
あ
る
。
芹

を
捧
ぐ
の
語
は
「
呂
氏
春
秋
」
の
「
野
人
芹
を
う
ま
し
と
し
至

尊
に
献
ぜ
ん
云
々
」
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
み
す
え

㈹
大
江
な
る
川
の
御
商
は
い
と
長
し
君
が
浮
舟
載
せ
て
こ
そ
行

 
け

㈲
色
か
へ
ぬ
松
に
ひ
と
し
き
人
な
れ
ば
末
頼
も
し
き
恋
も
こ
そ

 
す
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
（
共
に
前
書
一
四
二
頁
）
毛
利
藩
は
大
江
氏
の
子
孫
「
西
土

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝
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門
望
独
吾
藩
」
と
そ
の
家
柄
と
人
望
を
松
陰
は
栄
誉
と

 
 
 
 
 
 
ン
ゾ
 
カ
ン
ヤ
 
 
 
 
 
ノ

考
え
「
此
間
寧
負
 
至
尊
恩
」
と
報
恩
す
る
こ
と
を
誇

り
と
し
て
い
た
。
い
つ
ま
で
も
共
に
毛
利
藩
に
尽
し
た
い
心
で

あ
る
。
大
江
の
「
江
」
の
縁
語
の
、
川
、
長
し
、
舟
、
載
せ
を

用
い
た
歌
。
㈲
の
松
は
、
色
を
変
え
ず
守
節
の
意
。
村
塾
の
友

は
い
っ
か
見
事
な
功
の
花
を
咲
か
す
だ
ろ
う
の
意
で
「
恋
も
こ

そ
す
れ
」
の
表
現
は
松
陰
に
は
珍
し
い
。

60

�
燒
竄
ﾐ
来
ぬ
里
の
梅
の
雪
積
み
て
こ
そ
知
れ
花
の
操
を

 
（
一
四
五
頁
）
玉
木
文
之
進
、
兄
梅
太
郎
、
門
弟
に
与
え
た

も
の
で
、
梅
は
松
と
同
様
に
節
義
を
守
る
意
に
用
い
、
苦
患
の

中
に
も
必
ず
忠
義
の
花
を
み
せ
る
心
を
伝
え
た
も
の
。

 
ま
す
ら
お

㈲
大
丈
夫
の
死
ぬ
べ
き
時
に
死
に
も
せ
で
猶
ほ
蒼
天
に
何
と
答

 
へ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
ク
 
 
 
 
 
 
も
の
う
し
 
 
 
 
 
 
 
り

 
（
一
四
六
頁
）
「
死
虚
無
レ
名
生
亦
獺
英
雄
有
レ

 
 
 
フ
 
 
 
 
 
 
ニ

恨
訴
二
黒
天
一
」
 
死
は
功
を
な
す
た
め
に
あ
り
死
が
無
名
な

ら
ば
死
の
価
値
は
な
い
、
無
価
値
な
死
の
た
め
に
生
き
て
い
る

こ
と
の
も
の
憂
さ
、
こ
の
悲
し
み
を
何
と
天
に
訴
え
た
ら
よ
い

か
。
つ
ま
り
生
も
死
も
無
駄
に
な
ろ
う
と
す
る
恨
み
の
心
で
あ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
二

働
春
風
に
嶺
の
白
雪
吹
き
消
せ
ど
心
に
積
も
る
憂
さ
は
消
え
め

 
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
 
ン
 
ス
ヲ

 
（
一
四
六
頁
）
詩
に
「
志
士
積
憂
誰
得
レ
消
」
、
志

士
が
忠
を
な
そ
う
に
も
成
し
得
な
い
獄
中
の
苦
し
み
を
消
す
ご

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
ル

と
は
出
来
な
い
。
忠
と
は
「
春
海
如
レ
油
鯨
鰐
驕
」
と

あ
る
か
ら
外
夷
来
冠
と
い
う
困
難
に
処
す
べ
き
忠
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
た

㈹
世
の
人
は
誉
れ
を
目
く
ら
と
云
は
ば
い
へ
海
互
り
来
る
へ
び

 
す
に
お
ち
ず

 
（
一
四
八
頁
）
盲
蛇
に
怖
じ
ず
の
諺
を
踏
ま
え
、
蛇
と
夷
を

通
わ
し
た
歌
。
詩
に
は
「
狂
薯
」
と
あ
る
が
松
陰
の
思
想
行
動

の
一
途
さ
を
「
狂
」
と
自
他
共
に
許
し
た
事
実
は
、
松
陰
の
「

狂
夫
の
言
」
と
い
う
論
文
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

㈹
思
ふ
か
な
単
比
ふ
か
な
心
あ
る
人
の
心
を
吾
が
心
も
て

 
（
一
七
五
頁
）
藷
友
の
書
置
さ
に
心
赤
を
塗
す
唯
だ
桂

生
，
の
戒
，
め
を
守
る
」
と
兄
に
書
を
送
り
こ
の
歌
を
添
え
て
い
る

と
こ
ろ
が
ら
桂
小
五
こ
入
言
に
対
し
「
曇
れ
を
し
て
声
門
と
絶

た
し
む
今
謹
ん
で
其
の
言
を
奉
ぜ
り
」
 
（
入
江
子
遠
に
つ
ぐ
）

な
ど
か
ら
み
て
松
陰
は
桂
の
深
憂
を
わ
が
心
と
し
て
認
め
よ
う
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と
し
た
歌
と
思
わ
れ
る
。
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）
も
こ
の

日
萩
に
来
た
ニ
ュ
ー
ス
を
記
録
し
て
い
る
。

㈲
君
こ
そ
は
神
の
御
心
慰
め
て
栄
あ
る
名
を
も
世
々
に
伝
へ
ん

 
（
二
〇
四
頁
）
公
卿
大
原
三
位
を
西
に
迎
え
尊
皇
譲
夷
の
旗

を
上
げ
よ
う
と
し
た
松
陰
の
画
策
（
大
原
西
下
策
）
は
失
敗
し

た
が
大
原
三
位
が
松
陰
へ
「
七
生
滅
賊
」
の
七
字
を
揮
毫
し
、

松
陰
は
「
君
こ
そ
神
の
御
心
」
と
感
激
、
「
田
竜
一
挙
を
謀
ら

ん
」
と
決
意
し
た
、
そ
の
心
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

 
ひ
と
り
ね
 
こ
う
べ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
た
ひ

㈲
独
寝
の
首
を
挙
げ
て
窓
み
れ
ば
花
の
月
影
直
千
金

 
（
六
巻
詩
文
拾
遺
三
六
六
頁
）
安
政
六
年
二
月
十
九
日
野
山

獄
よ
り
子
遠
（
入
江
九
一
）
に
与
え
た
文
に
添
え
た
歌
で
「
春

宵
一
刻
直
千
金
」
 
（
蘇
転
の
「
春
夜
」
）
を
歌
に
し
て
伏
見
要

駕
策
（
藩
公
参
勤
東
上
を
伏
見
で
阻
止
す
る
松
陰
の
一
世
一
代

の
画
策
）
の
十
五
日
前
の
明
鏡
止
水
の
境
地
と
も
い
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
か

㈲
我
れ
ひ
と
り
醒
め
た
る
人
の
心
し
は
昔
も
今
も
床
し
か
り
け

 
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
木
々
大
人
へ
）

 
（
同
、
三
七
一
頁
）
佳
節
の
時
も
酒
屋
の
前
を
通
ら
な
い
禁

酒
ぶ
り
の
、
そ
の
節
を
守
る
こ
と
の
固
さ
に
屈
原
（
節
を
守
り

三
塁
に
入
水
し
た
シ
ナ
の
故
事
）
を
連
想
し
て
そ
の
固
節
を
奥

ゆ
か
し
と
歌
っ
た
作
。
木
々
大
人
と
は
誰
か
不
明
、
大
人
と
松

陰
が
い
う
人
は
林
真
人
（
兵
学
の
師
）
の
子
寿
之
進
か
林
蝶
蝶

（
筑
前
の
隠
士
で
月
性
と
深
い
入
）
か
。
瀬
々
亭
（
杉
一
家
）
か
。

㈲
箱
根
山
越
す
と
き
汗
の
出
で
や
せ
ん
君
を
思
ひ
て
引
き
清
め

 
て
ん

 
（
同
、
三
七
二
頁
）
安
政
六
年
五
月
二
十
五
日
の
江
戸
護
送

の
出
発
の
前
（
命
令
を
受
け
た
の
は
十
四
日
）
に
未
亡
人
高
須

久
子
（
同
囚
）
か
ら
饅
別
の
手
拭
を
受
け
た
返
し
。
あ
な
た
を

思
い
出
し
な
が
ら
汗
を
拭
き
ま
し
ょ
う
と
歌
い
、
同
時
に
俳
句

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
と
ぎ
す

「
一
声
を
い
か
で
忘
れ
ん
郭
公
」
と
も
贈
っ
て
い
る
。
彼
女
と

の
関
係
は
鯛
四
㈲
の
歌
と
併
せ
参
考
の
こ
と
。

㈲
1
㈲
と
同
じ
。
兄
宛
書
簡
に
さ
し
入
れ
依
頼
（
櫛
、
元
結

い
紐
、
梅
干
な
ど
）
に
書
き
添
え
た
歌
。
内
容
の
ご
と
く
無
謬

の
挨
拶
。
 
（
八
巻
一
八
二
頁
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
れ
ど
も
さ
す
が
に

㈹
力
な
し
才
な
し
智
な
し
学
も
な
し
心
も
な
い
が
死
に
た
く
も

な
し

 
（
八
巻
書
簡
集
三
二
六
頁
）
五
月
以
前
、
作
間
（
寺
島
）
忠

三
郎
の
右
の
歌
を
添
削
し
た
も
の
で
そ
の
理
由
に
「
心
と
志
は

遂
に
な
し
と
は
言
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
右
側
に
細
字
で
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
三
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き
加
え
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

㈹
か
け
ま
く
も
君
の
国
だ
に
安
か
ら
ば
身
を
捨
て
る
こ
そ
賎
が

 
ほ
い
な
り

㈹
五
月
雨
の
曇
り
に
身
を
ば
埋
む
と
も
君
の
御
ひ
か
り
月
と
晴

 
れ
て
よ

㈹
今
更
に
言
の
葉
草
も
な
か
り
け
り
五
月
雨
蘇
る
る
時
を
こ
そ

 
待
て

 
（
九
巻
東
行
前
日
記
一
八
二
頁
）
江
戸
護
送
の
命
を
受
け
出

発
前
日
（
五
月
二
十
四
日
）
ま
で
の
二
十
一
日
間
の
日
記
で
歌

は
巻
頭
に
載
せ
た
序
歌
で
あ
る
。
忠
義
の
た
め
な
ら
「
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
毒
杯
と
知
っ
て
も
」
飲
む
の
だ
と
い
う
松
陰
の
覚
悟
の

歌
。
㈹
日
本
の
安
全
の
為
な
ら
ば
死
も
臣
の
本
意
で
あ
る
。
働

わ
が
身
は
死
ん
で
も
大
君
の
栄
光
は
輝
い
て
ほ
し
い
（
「
て
よ
」

は
助
動
詞
「
つ
」
の
命
令
形
で
強
意
の
希
求
）

㈹
今
更
な
に
も
言
わ
ぬ
、
幕
府
に
正
義
を
開
陳
し
忠
饗
す
る
た

め
の
江
戸
行
き
の
日
を
待
つ
の
み
、
の
意
。

⑯◎

｢
は
ず
と
も
君
の
み
は
知
る
吾
が
心
心
の
限
り
筆
・
も
尽
さ
じ

 
（
同
、
五
四
六
頁
野
村
和
作
1
1
後
の
野
村
靖
子
爵
宛
、
五
月

十
六
日
）
こ
の
日
、
松
浦
松
洞
画
く
松
陰
像
に
有
名
な
自
賛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
四

 
 
 
 
 
 
ヅ
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ン
ヌ
ル
カ
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
シ
テ

詩
「
三
分
出
レ
盧
号
諸
葛
巳
 
夫
…
…
…
至
誠

 
ル
バ
 
カ
 
 
 
リ
 
 
 

ダ
 
 
レ
 
ラ

不
レ
動
号
自
レ
古
未
二
之
有
こ
 
を
自
署
し
各
方
面
に
詩
や

歌
を
送
っ
た
。
和
作
は
入
江
九
一
（
久
坂
玄
瑞
と
共
に
禁
門
の

変
で
戦
死
）
の
弟
で
最
後
ま
で
松
陰
に
尽
し
た
人
物
で
あ
る
。

松
陰
の
弟
子
を
信
じ
た
心
。

㈱
今
更
に
驚
く
べ
く
も
あ
ら
ぬ
な
り
裁
て
待
ち
来
し
此
の
度
の

 
旅

 
（
同
、
五
四
六
頁
佐
々
木
叔
母
U
父
祖
半
之
助
の
妹
宛
、
五

月
十
七
日
目
覚
悟
し
て
い
た
心
を
伝
え
た
歌
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
の
の
ふ

㈹
心
あ
れ
や
入
の
母
た
る
人
達
よ
か
か
ら
ん
事
は
武
士
の
常
 
 
姐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
（
同
、
五
四
七
頁
諸
妹
宛
、
十
七
日
）
こ
の
日
、
自
賛
の
詩

の
解
文
「
…
…
巨
財
此
れ
に
対
せ
ば
宜
し
く
隔
世
の
想
を
為
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
わ

べ
し
吾
れ
も
し
市
に
礫
せ
ら
る
と
も
此
の
幅
乃
ち
生
色
あ
ら

ん
」
と
死
の
覚
悟
を
書
き
残
し
て
い
る
。
妹
達
へ
松
陰
死
後
．
の

指
箴
を
示
す
歌
。

 
ほ
と
と
ぎ
す
 
 
 
 
 
 
 
な
き
ず
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

㈹
郭
公
今
を
限
り
と
鳴
出
と
も
君
よ
り
見
れ
ば
未
だ
に
や
あ
ら

 
ん

 
（
同
、
五
四
八
頁
木
木
氏
宛
、
十
八
日
目
木
木
氏
は
㈱
参
照

こ
こ
は
同
囚
林
有
道
か
。
私
が
正
義
開
陳
を
尽
し
て
も
君
か
ら
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見
れ
ば
不
十
分
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
み
だ
れ

㈹
鳴
か
ず
て
は
繋
れ
か
知
ら
な
む
郭
公
皐
月
雨
く
ら
く
降
り
っ

 
つ
く
夜
は

 
（
同
、
五
四
九
頁
）
宛
名
は
な
い
が
同
じ
東
行
前
日
記
五
七

三
頁
に
こ
の
歌
を
兄
梅
太
郎
長
女
に
与
え
、
ま
た
八
巻
書
簡
集

三
五
三
頁
に
は
赤
川
淡
水
に
も
送
っ
て
い
る
。
㈹
と
同
じ
発
想

で
、
暗
黒
の
今
日
わ
た
し
が
正
義
を
開
陳
し
な
く
て
は
誰
が
そ

の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
の
意
。
 
「
知
ら
な
む
」

は
「
知
り
な
む
」
の
誤
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
日
、
品
川
弥
二
郎

小
田
村
伊
之
助
の
子
（
久
米
次
郎
）
、
入
江
九
一
（
露
華
、
子

遠
と
も
称
す
）
、
口
羽
徳
祐
へ
は
詩
を
送
っ
て
い
る
。

㊨ゆ鼇
鰍
ﾆ
同
じ
（
冤
魂
慰
草
二
五
九
頁
、
略
）

 
（
同
、
五
六
〇
頁
）
下
田
踏
海
の
同
行
者
金
子
重
輔
の
獄
病

死
は
松
陰
の
生
涯
の
痛
恨
事
で
あ
っ
た
。

㈹
賎
が
身
は
世
に
は
合
は
ね
ど
大
空
を
て
り
ゆ
く
日
や
は
照
さ

 
ざ
ら
め
や

 
（
同
、
冷
泉
雅
次
郎
1
1
天
野
選
民
宛
、
二
十
一
日
）
松
陰
の

思
想
行
動
は
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
「
狂
」
と
い
わ
れ
蹉
跣
の

連
続
で
あ
る
が
、
天
は
い
っ
か
照
覧
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
の
意
。

こ
の
日
、
国
司
仙
吉
、
岡
田
耕
作
に
激
励
の
詩
を
、
木
木
主
人

に
覚
悟
の
詩
を
送
っ
て
い
る
。
 
（
木
木
氏
は
㈲
㈹
参
考
）

 
す
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
や
 
 
 
さ
す
が
ゆ
か

⑳
栖
み
馴
れ
て
人
屋
も
流
石
床
し
け
り
別
れ
に
絞
る
五
月
雨
の

 
袖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ど
や

 
（
同
、
五
六
八
頁
、
同
囚
宛
二
十
四
日
）
松
陰
は
獄
屋
で
孟

子
を
講
じ
共
に
歌
や
句
や
詩
や
書
道
を
楽
し
ん
だ
。
そ
れ
を
な

つ
か
し
み
別
れ
の
涙
を
流
す
こ
と
よ
、
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
日
前
田
孫
右
衛
門
（
藩
主
の
信
頼
厚
く
、
要
職
に
あ
り
松

陰
を
理
解
し
松
陰
の
間
部
老
中
要
撃
策
を
も
是
認
し
、
の
ち
禁

門
の
変
敗
退
、
野
山
獄
で
恭
順
派
の
手
に
斬
首
）
、
飯
田
吉
次

郎
、
獄
吏
福
川
犀
之
助
な
ど
に
詩
を
送
る
。
明
け
て
二
十
五
日

江
戸
へ
護
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

㈲
（
同
、
五
七
三
頁
）
 
「
諸
妹
よ
り
心
得
に
も
な
る
べ
き
こ
と

を
授
け
よ
と
の
事
な
れ
ば
云
4
」
と
あ
る
。
結
句
「
武
士
の

常
」
が
「
武
士
の
習
ぞ
」
と
改
む
。
㈹
と
同
法
（
略
）

㈲
（
同
、
五
七
三
頁
）
 
「
こ
た
び
東
へ
め
し
人
に
し
て
送
ら
る

る
よ
し
を
き
き
て
」
と
あ
る
。
㈹
と
冷
塊
（
略
）

σの

A
ら
じ
と
思
ひ
さ
だ
め
し
旅
な
れ
ば
ひ
と
し
ほ
ぬ
る
る
涙
松

か
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
涙
松
・
五
月
二
十
五
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
五
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（
六
巻
涙
言
忌
、
二
八
一
頁
。
働
ま
で
日
付
と
地
名
を
追
う

て
江
戸
ま
で
の
歌
）
江
戸
護
送
歌
日
記
で
あ
る
。
涙
松
は
旧
山

口
街
道
の
萩
の
出
口
に
あ
る
大
谷
の
松
で
今
も
現
存
。
覚
悟
の

旅
立
ち
の
歌
で
あ
る
。
現
地
に
歌
碑
と
し
て
残
る
。

㈲
思
ふ
か
な
君
が
つ
く
し
の
こ
こ
ろ
し
は
賎
が
あ
づ
ま
の
旅
に

 
つ
け
て
も
 
 
 
 
 
 
 
 
（
防
府
菅
公
廟
・
二
十
六
日
）

 
菅
原
道
真
が
心
を
尽
し
て
九
州
に
旅
立
っ
た
思
い
を
今
の
松

陰
の
境
遇
に
合
わ
せ
て
思
う
歌
。
尽
く
し
と
築
紫
は
掛
詞
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
み

㈹
君
こ
そ
は
蛙
鳴
く
音
も
聞
き
わ
か
ん
公
の
た
め
に
か
お
の
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
し

 
た
め
に
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
鈴
木
大
人
に
・
同
日
）

鈴
木
高
鞘
は
直
通
の
子
、
父
子
共
に
古
学
者
歌
人
で
防
府
天
満

宮
神
官
。
高
台
編
「
玉
石
集
」
は
全
国
歌
人
集
で
あ
る
。
松
陰

も
歌
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。
玉
と
石
を
見
分
け
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
蛙
の
声
の
良
悪
を
聞
き
分
く
こ
と
の
で
き
る
人
と
い
う

の
は
歌
を
見
分
く
入
だ
と
賞
揚
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
玉
石

集
は
松
陰
も
見
て
い
た
筈
で
あ
る
。
此
位
の
寛
宴
の
高
靹
の
歌

は
「
石
を
さ
へ
玉
の
た
ぐ
ひ
に
ま
じ
へ
し
は
時
代
の
光
り
を
た

の
む
な
り
け
り
」
で
あ
る
。

㈹
ふ
り
つ
づ
く
五
月
雨
晴
る
る
こ
ろ
は
ま
た
人
な
や
ま
す
る
暑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
六

 
さ
な
り
け
り
 
 
 
 
 
 
 
 
（
五
月
雨
止
む
・
同
日
）

㈲
と
ら
は
れ
て
行
く
身
も
君
の
恵
な
り
む
く
ひ
で
い
か
に
わ
れ

 
お
く
べ
き
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
十
七
日
）

 
右
は
同
行
三
十
名
の
中
に
医
師
を
加
え
た
藩
主
へ
の
感
謝
と

報
恩
の
心
を
歌
っ
た
も
の
。
現
地
に
歌
碑
と
し
て
残
る
。

⑱
取
り
あ
へ
ぬ
今
日
の
別
れ
ぞ
さ
ち
な
り
き
も
の
を
も
い
は
ば

 
底
ひ
を
ぞ
ま
さ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
呼
坂
に
・
同
日
）

 
熊
毛
町
呼
坂
に
「
陰
な
が
ら
見
送
る
」
入
は
寺
島
忠
三
郎
で

彼
の
歌
に
返
し
た
歌
。
二
人
の
歌
碑
が
現
存
。
言
葉
も
交
わ
せ

な
い
別
れ
が
却
っ
て
幸
せ
で
、
も
の
を
言
え
ば
涙
で
言
葉
に
も

な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
の
意
。

㈲
夢
路
に
も
か
へ
ら
ぬ
関
を
打
ち
越
え
て
今
を
か
ぎ
り
と
渡
る

 
小
瀬
川
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
小
瀬
川
・
二
十
八
日
）

⑳
安
芸
の
国
昔
な
が
ら
の
山
川
に
は
つ
か
し
か
ら
ぬ
ま
す
ら
を

 
の
旅
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
芸
州
路
・
二
十
九
日
）

㈱
そ
の
か
み
の
い
っ
き
の
島
の
い
さ
を
し
を
思
へ
ば
今
も
涙
こ

 
ぼ
る
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
厳
島
・
同
日
）

 
い
さ
を
し
と
は
毛
利
元
就
が
陶
晴
賢
を
討
っ
た
こ
と
、
こ
の

護
送
女
寡
の
旅
は
漢
詩
で
も
綴
ら
れ
て
い
て
（
縛
吾
集
）
六
巻

一439一一
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二
五
一
頁
に
同
趣
の
詩
が
あ
る
。
㈲
の
歌
碑
現
存
。

⑬
世
の
中
に
思
ひ
の
あ
ら
ぬ
身
な
が
ら
も
な
ほ
見
ま
ほ
し
き
広

 
島
の
城
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
広
島
に
て
・
同
日
）

 
ほ
と
と
ぎ
す

㈱
郭
公
ま
れ
に
な
り
行
く
タ
ぐ
れ
に
雨
な
ら
な
く
ば
聞
か
ざ
ら

 
ま
し
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
備
前
路
・
六
月
五
日
）

 
「
雨
な
ら
な
く
ば
」
 
（
雨
で
な
い
な
ら
ば
）
と
あ
る
の
で
雨

中
郭
公
を
聞
い
た
歌
と
理
解
さ
れ
る
。

㈲
今
の
世
は
君
の
隔
子
ぞ
い
と
お
ほ
み
た
ふ
れ
き
た
め
て
く
し

 
の
み
を
と
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吉
備
宮
・
同
日
）

 
不
分
明
な
歌
だ
が
、
「
君
の
誘
子
」
は
吉
備
津
彦
の
鬼
退
治

の
話
を
頭
に
浮
か
べ
、
当
世
は
鬼
が
多
い
の
で
頑
迷
な
奴
ら
を

こ
ら
し
め
る
た
め
祈
っ
て
籔
だ
け
を
取
っ
た
こ
と
だ
、
ぐ
ら
い

に
解
し
て
お
く
。
因
み
に
去
来
の
句
碑
「
秋
風
や
鬼
と
り
ひ
し

ぐ
吉
備
の
山
」
が
あ
る
。

㈲
別
れ
て
は
ふ
た
た
び
淡
路
島
ぞ
と
は
知
ら
で
や
人
の
あ
だ
に

 
過
ぐ
ら
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
淡
路
島
・
六
月
八
日
）

 
別
れ
た
ら
再
び
逢
う
こ
と
は
な
い
、
そ
ん
な
思
い
を
思
わ
し

め
る
美
し
い
島
を
人
は
ど
う
し
て
見
過
す
の
だ
ろ
う
か
。
「
淡
」

に
「
逢
」
を
掛
け
た
歌
。

㈱
と
ど
ま
り
て
月
を
み
る
べ
き
身
な
り
せ
ば
な
ほ
あ
は
れ
あ
ら

 
ん
あ
か
し
浦
波
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
明
石
・
同
日
）

 
美
し
い
明
石
の
浦
に
留
ま
っ
て
（
護
送
の
身
で
は
な
く
）
見

る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
夜
を
明
か
し
一
層
と
満
足
の
趣
も
あ
る

だ
ろ
う
、
の
意
。
明
石
と
夜
を
あ
か
し
と
掛
詞
。

 
 
 
う
ち
じ
に

㈱
一
谷
句
意
と
げ
し
ま
す
ら
を
起
し
て
旅
の
道
づ
れ
に
せ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
谷
・
⊥
四
月
九
日
）

 
義
経
に
攻
め
ら
れ
て
死
ん
だ
武
士
を
思
い
、
且
つ
は
死
を
賭

け
江
戸
下
向
す
る
松
陰
の
決
意
を
示
す
歌
。

 
 
 
 
 
 
き
み

㈲
か
し
こ
く
も
公
の
御
調
に
い
り
に
し
を
思
へ
ば
今
は
死
せ
ざ

 
ら
め
や
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
湊
川
・
同
日
）

 
松
陰
の
楠
公
へ
の
傾
倒
は
東
上
の
た
び
に
時
に
は
拓
本
を
求

あ
時
に
詩
文
に
書
き
残
し
て
い
る
。
今
回
も
詩
に
（
六
巻
二
五

八
頁
縛
吾
集
）
 
「
楠
墓
を
過
ぎ
て
」
と
触
れ
て
い
る
。
今
こ
そ

死
ぬ
時
だ
と
覚
悟
の
歌
で
あ
る
。

⑳
こ
と
と
は
ん
淀
の
水
車
昔
よ
り
い
く
廻
り
し
て
世
を
ば
へ
に

 
き
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
淀
。
六
月
十
一
日
）

 
西
廻
り
し
て
時
を
経
た
水
車
だ
ろ
う
と
水
車
に
感
を
寄
せ
、

縛
吾
集
二
五
九
頁
に
は
漢
詩
で
同
日
に
男
山
・
淀
堤
・
無
題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
七

一438一一



1981年11月 山中鉄三：吉田松陰の詩藻

（
珍
し
く
淀
の
渡
し
の
橋
本
の
遊
女
の
事
に
触
れ
て
い
る
）
の

三
編
を
残
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ぼ

⑲の

ｩ
ず
し
ら
ぬ
昔
の
人
の
恋
し
き
と
思
さ
ん
こ
と
の
か
し
こ
か

 
り
け
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
伏
見
よ
り
都
を
拝
す
）

 
上
覧
不
分
明
だ
が
、
尊
皇
援
夷
の
正
義
を
開
陳
し
て
死
ん
だ

見
ず
知
ら
ず
の
松
陰
と
い
う
男
を
、
天
皇
は
思
わ
れ
る
だ
ろ
う

と
、
想
像
し
た
歌
と
思
わ
れ
る
。

働
帰
る
さ
に
雁
の
初
音
を
聞
き
得
な
ば
吾
が
音
つ
れ
と
思
ひ
そ

 
め
て
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
（
護
送
と
人
と
馨
る
・
品
川
）

 
五
月
二
十
四
日
、
一
ケ
月
で
江
戸
に
着
き
、
雁
の
音
を
聞
い

た
ら
私
の
心
情
を
伝
え
る
声
と
聞
い
て
ほ
し
い
、
と
感
謝
の
気

持
で
あ
る
。
金
川
（
神
奈
川
）
や
品
川
そ
の
他
多
く
の
詠
史
な

ど
道
中
は
歌
よ
り
漢
詩
の
方
が
多
い
（
縛
吾
集
参
照
）

㈱
待
ち
得
た
る
秋
の
け
し
き
を
今
ぞ
と
て
勇
ま
し
く
鳴
く
く
っ

 
わ
虫
か
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
幕
府
に
召
さ
れ
て
）

 
は
じ
め
て
幕
吏
の
取
り
調
べ
・
に
毛
利
藩
邸
か
ら
七
月
九
日
に

出
向
く
時
、
正
義
の
論
を
吐
く
べ
く
「
死
と
志
を
賭
け
て
」
意

気
軒
昂
に
決
意
を
述
べ
た
も
の
。
 
「
勇
ま
し
く
」
に
覚
悟
の
ほ

ど
が
ひ
び
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
八

⑲の

ﾅ
ち
つ
づ
く
小
春
の
け
ふ
ぞ
時
雨
る
る
は
打
た
れ
し
人
を
嘆

 
く
涙
か

 
つ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
で
た
ち

陶
終
に
ゆ
く
死
出
の
旅
路
の
出
立
は
か
か
ら
ん
こ
と
そ
世
の
鏡

 
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た

点
耳
の
た
め
打
た
れ
し
人
の
名
は
永
く
後
の
世
ま
で
も
下
り
伝

 
へ
ん

 
（
八
巻
書
簡
集
四
〇
五
頁
堀
江
克
之
試
刷
、
安
政
六
年
十
月

八
日
）
ハ
リ
ス
を
江
戸
城
で
要
撃
せ
ん
と
謀
っ
た
同
囚
水
戸
義

士
堀
江
は
藤
田
東
湖
・
武
田
耕
雲
斎
の
弟
子
で
．
松
陰
は
刑
死
前

に
わ
か
に
親
し
み
書
簡
を
多
く
渡
し
て
い
る
。
右
の
三
首
は
三

士
（
橋
本
左
内
・
頼
三
樹
三
郎
・
飯
泉
喜
内
）
を
悼
ん
だ
歌
で

あ
る
。
こ
の
三
首
は
同
日
、
高
杉
晋
作
・
飯
田
正
伯
・
尾
寺
新

之
丞
の
江
戸
在
住
の
同
志
に
も
届
け
て
い
る
。

 
す
め
か
み

働
皇
神
の
誓
ひ
お
き
た
る
国
な
れ
ば
正
し
き
道
の
い
か
で
絶
ゆ

 
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ち

働
道
守
る
人
も
時
に
は
埋
も
れ
ど
も
．
焦
し
絶
え
ね
ば
あ
ら
は
れ

 
も
せ
め

 
（
同
、
四
〇
九
頁
、
堀
江
宛
）
趣
旨
は
書
簡
前
文
の
「
神
勅

 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か

（
天
照
神
勅
1
1
日
嗣
の
隆
え
ま
さ
ん
こ
と
天
壊
と
窮
ま
り
な
か
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る
べ
し
）
相
違
な
け
れ
ば
日
本
は
未
だ
亡
び
ず
、
日
本
未
だ
亡

び
ざ
れ
ば
正
気
重
ね
て
発
生
の
時
は
必
ず
あ
る
な
り
」
と
あ
る

が
、
そ
の
心
を
歌
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
（
十
月
十
一
日
）

働
や
よ
や
ま
て
と
云
ふ
に
い
と
ま
も
な
か
り
け
り
君
が
出
で
ゆ

 
く
よ
べ
の
別
れ
は

 
（
同
、
四
一
〇
頁
、
小
林
民
部
宛
、
十
月
十
二
日
）
同
型
京

都
の
志
士
小
林
は
公
卿
の
門
に
出
入
し
橋
本
左
内
ら
と
議
し
水

戸
密
使
と
謀
り
入
獄
同
居
中
で
あ
っ
た
が
「
昨
夜
は
存
外
に
御

移
獄
只
々
当
惑
仕
り
候
」
と
松
陰
は
別
れ
を
惜
ん
だ
歌
。
そ
の

時
に
松
陰
は
「
旦
那
に
も
至
極
御
残
念
に
思
は
れ
候
即
ち
御
怨

み
の
一
句
」
と
し
て
同
室
の
ボ
ス
（
名
主
代
）
沼
崎
吉
五
郎
の

歌
も
同
封
し
た
。
沼
崎
は
松
陰
の
獄
中
講
話
に
感
服
し
弟
子
格

と
し
て
松
陰
の
遺
書
留
図
録
を
預
り
持
ち
遠
島
中
も
離
さ
ず
、

の
ち
神
奈
川
県
令
の
野
村
靖
（
入
江
九
一
の
弟
野
村
和
作
）
に

持
参
し
た
人
物
で
あ
る
。

圃
冬
の
よ
る
ひ
と
り
ま
く
ら
の
さ
む
か
ら
ぬ
ま
た
あ
け
ぎ
ぬ
か

き
く
も
か
な
し
き

 
（
同
、
四
一
六
頁
、
堀
達
之
助
宛
、
十
月
十
七
日
）
堀
は
長

崎
の
人
で
通
訳
。
米
艦
渡
来
に
活
躍
中
独
断
の
事
に
触
れ
て
入

獄
し
松
陰
と
同
囚
（
の
ち
蕃
書
調
所
教
授
と
な
る
）
、
松
陰
は

書
簡
に
堀
先
生
と
署
名
し
て
後
の
事
を
依
頼
し
、
こ
の
歌
と
詩

二
篇
を
届
け
て
い
る
。
「
あ
け
き
ぬ
」
は
不
分
明
。
あ
げ
ぎ
ぬ

（
秋
に
な
り
獄
衣
を
一
枚
ふ
や
す
）
の
意
味
か
。

㈲
親
思
ふ
こ
こ
ろ
に
ま
さ
る
親
ご
こ
ろ
け
ふ
の
音
つ
れ
何
と
き

 
く
ら
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
萩
の
松
陰
神
社
の
歌
碑
）

 
（
同
、
四
一
八
頁
、
父
・
叔
父
・
兄
宛
、
十
月
二
十
日
）
有

名
な
最
後
の
書
簡
で
前
文
に
「
平
生
の
学
問
浅
薄
に
し
て
至
誠

天
地
を
感
聾
す
る
こ
と
出
来
申
さ
ず
、
非
常
の
変
に
立
到
り
申

し
候
。
闇
々
御
愁
傷
も
遊
ば
さ
る
べ
く
拝
察
仕
り
候
」
と
し
て

右
の
歌
が
あ
り
、
萩
松
陰
神
社
に
歌
碑
と
な
っ
て
い
る
。
後
文

に
「
幕
府
正
議
は
丸
に
御
取
用
ひ
膨
れ
な
く
、
夷
独
は
縦
横
自

在
に
御
府
内
に
祓
雇
致
し
候
へ
ど
も
神
国
未
だ
地
に
墜
ち
申
さ

ず
、
上
に
聖
天
子
あ
り
下
に
忠
魂
義
醜
河
蝕
致
し
候
…
…
」
 
「

私
首
は
江
戸
に
葬
り
家
祭
に
は
私
平
生
用
ひ
候
硯
と
去
年
十
一

月
六
日
呈
上
仕
り
聖
書
と
を
神
主
と
成
さ
れ
候
様
頼
み
奉
り

候
」
と
あ
り
現
在
松
陰
神
社
に
硯
と
書
が
神
霊
と
な
つ
t
い
る
。

回
心
な
る
こ
と
の
種
々
か
き
置
き
ぬ
思
ひ
残
せ
る
こ
と
な
か
り

 
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
九
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㈱
呼
び
だ
し
の
声
ま
つ
外
に
今
の
世
に
待
つ
べ
き
事
の
な
か
り

 
け
る
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
び
す

個
討
た
れ
た
る
吾
れ
を
あ
は
れ
と
見
ん
人
は
君
を
崇
め
て
夷
払

 
へ
よ

鵬
愚
か
な
る
中
れ
を
も
友
と
め
づ
人
は
わ
が
友
と
め
で
よ
人
々

学
説
た
び
も
生
き
か
へ
り
つ
つ
夷
を
ぞ
擁
は
ん
こ
こ
ろ
攣
れ
忘

 
れ
め
や

 
（
六
巻
還
魂
録
二
九
五
頁
、
十
月
二
十
六
日
黄
昏
）
右
五
首

は
留
魂
録
の
終
り
に
「
か
き
つ
け
終
り
て
後
」
と
し
て
記
載
、

㈲
全
て
を
書
き
残
し
た
と
い
う
安
心
立
命
の
境
。
圏
判
決
を
待

つ
だ
け
だ
と
い
う
壁
越
の
境
。
⑯
「
我
れ
を
哀
し
む
は
我
れ
を

 
 
 
し

知
る
に
如
か
ず
。
我
れ
を
知
る
は
吾
が
志
を
張
り
て
之
れ
を
大

に
す
る
に
如
か
ざ
る
な
り
」
 
（
「
諸
友
に
語
ぐ
る
書
」
）
の
心

境
。
㈱
同
志
の
栄
光
を
念
ず
る
心
。
岡
大
原
三
位
卿
に
書
い
て

戴
い
た
「
七
生
滅
賊
」
の
心
を
忘
れ
な
い
幽
鬼
の
境
。
 
「
二
十

六
日
黄
昏
書
す
二
十
一
回
猛
士
」
の
日
付
文
字
が
印
象
的
、
二

十
七
日
に
処
刑
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か

㈹
骨
を
粉
に
し
身
を
砕
き
つ
つ
大
君
に
貫
き
心
を
捧
げ
て
し
が

 
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
で
た
ち

姻
此
の
程
に
思
ひ
定
あ
し
出
立
は
け
ふ
き
く
こ
そ
嬉
し
か
り
け

 
る

再
会
は
た
て
ひ
武
蔵
の
野
辺
に
朽
ち
ぬ
と
も
留
め
置
か
ま
し
大

 
和
魂

 
（
六
巻
詩
文
拾
遺
三
七
三
頁
）
㈹
年
月
不
明
。
天
皇
に
赤
心

を
捧
げ
た
い
心
。
姻
「
十
月
二
十
七
日
呼
出
し
の
声
を
き
き
て

」
と
あ
り
絶
筆
・
で
あ
る
。
評
定
所
で
判
決
を
受
け
こ
の
日
、
伝

馬
獄
内
の
刑
場
で
斬
首
さ
れ
た
。
鯛
有
名
な
最
後
の
歌
。
処
刑

寸
前
に
松
陰
の
口
吟
し
た
も
の
を
幕
吏
が
筆
録
し
た
も
の
。
留

魂
録
の
冒
頭
に
も
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
辞
世
の
歌
と
共
に
辞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ノ
ス
シ
テ
 

ヵ

世
の
詩
が
残
さ
れ
た
。
「
吾
遺
託
レ
国
死
 
死
不
レ
負
二
君

 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
 
 
 
 
 
ニ

親
一
悠
々
天
地
事
忌
照
在
中
明
神
一
」

松
陰
の
句

 
 
安
政
元
年
（
甲
寅
）
一
八
五
四
年
半
2
5
歳

ω
い
と
つ
む
ぐ
音
し
づ
ま
り
て
き
り
ぎ
り
す

 
（
六
巻
松
陰
詩
稿
一
四
七
頁
）
漢
詩
に
こ
の
句
を
添
え
た
句

 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ

で
「
俗
客
由
来
少
二
不
平
一
」
と
結
び
武
士
の
者
に
却
っ
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て
不
平
の
多
い
こ
と
を
歎
き
誠
め
た
も
の
。
中
村
道
太
宛
。

 
 
安
政
二
年
（
乙
卯
）
一
八
五
五
年
 
2
6
歳

 
 
 
な
き

②
さ
さ
鳴
の
声
聞
か
ま
ほ
し
小
春
か
な

㈹
小
春
日
に
さ
く
を
待
つ
な
り
帰
り
花

 
（
七
巻
書
簡
集
四
〇
一
頁
、
妹
千
代
宛
十
一
月
六
日
、
於
野

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ね
ん
ぼ

山
獄
）
妹
千
代
は
松
陰
門
下
児
玉
祐
之
の
妻
。
母
が
柿
九
年
母

を
獄
に
届
け
た
そ
の
文
に
小
春
の
文
字
が
あ
り
俳
句
趣
味
を
感

じ
礼
を
兼
ね
て
作
っ
た
も
の
。
時
務
論
も
経
世
済
民
も
尊
皇
嬢

夷
も
な
く
温
和
な
作
。
お
よ
そ
時
務
論
や
思
想
的
な
も
の
は
詩

に
最
も
多
く
激
し
く
、
和
歌
は
そ
れ
に
次
ぎ
句
は
ほ
と
ん
ど
お

だ
や
か
な
叙
景
が
多
い
。
 
「
さ
さ
鳴
と
い
ふ
は
鶯
の
冬
な
く
こ

と
、
帰
り
花
は
桜
桃
な
ど
の
花
冬
さ
く
を
い
ふ
」
と
松
陰
は
註

を
つ
け
て
い
る
。

㈲
名
月
に
香
は
珍
ら
し
き
木
の
子
か
な

㈲
名
月
や
木
の
葉
に
た
る
る
玉
の
露

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ど

㈲
治
ま
れ
る
世
に
も
鎧
の
威
し
か
へ

㎝
今
度
来
た
和
尚
の
談
義
珍
ら
し
い

㈹
八
景
の
屏
風
の
絵
図
は
古
め
か
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
や
り

働
近
頃
は
何
処
も
芝
居
の
流
行
も
の

九九〃九八八
二ニ 一八六
頁頁 頁頁頁

⑳
淀
川
の
夜
舟
の
窓
に
月
の
影
 
 
 
 
 
 
 
 
一
九
三
頁

 
（
二
巻
賞
月
雑
草
、
霜
野
山
寺
）
⑥
以
下
は
連
歌
で
や
や
俳

譜
的
な
趣
味
の
も
の
が
多
い
。
獄
中
で
詩
・
歌
・
書
な
ど
の
交

歓
も
松
陰
の
斡
旋
で
行
わ
れ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ω
秋
か
と
て
の
ぞ
け
ば
梅
雨
の
晴
間
哉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
い

働
螢
火
や
草
露
し
げ
き
谷
の
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㎝
辮
当
の
匂
ひ
に
競
ふ
や
田
植
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ω
田
の
面
に
吹
く
風
あ
を
し
五
月
晴

 
さ
み
だ
れ
 
 
 
 
 
 
つ
ば
さ

㈱
皐
月
（
雨
）
に
翅
湿
ふ
燕
か
な

 
 
 
 
 
ひ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ

㈲
淋
し
さ
の
一
し
ほ
ま
さ
る
雨
蛙

 ⑰
葉
柳
や
池
に
さ
し
出
た
涼
み
棚

 
く
ず

⑱
落
水
や
柳
の
陰
の
懸
り
舟

 ⑲
鶯
や
昔
な
が
ら
の
春
景
色

 ⑳
タ
涼
み
月
に
す
か
し
て
笛
の
声

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
る

⑫D

ﾔ
の
山
日
暮
忘
れ
て
樽
の
酒

 
 
 
 
 
 
み
 
な
 
 
 
 
 
 
 
い
い

幽
雪
の
藪
見
習
れ
ぬ
村
の
飯
煙

 ㈱
雪
の
朝
隣
の
近
き
山
家
か
な

 ⑳
の
う
ぜ
ん
や
旅
人
休
む
松
の
下

 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
 
 
 
 

㈲
涼
し
み
の
秋
は
是
れ
な
り
桐
一
葉

二
噌

葭葺軍楽暮旦暮量隻裏書量無量婁姦
V V． V V VI VV yl VV V V V V V

一一 S34一



1981年11月 山中鉄三：吉田松陰の詩藻

 
 
 
こ
顎
れ
 
 
 
 
 
 
★

㈱
森
の
小
雪
風
も
動
か
ぬ
雲
の
峰

 
 
 
 
 
と
も
し
び
 
 
 
 
★

㈱
旅
の
夜
の
燈
火
消
え
て
き
り
ぎ
り
す

 
あ
さ
が
お

㈱
朝
貌
や
ほ
う
き
め
の
有
る
庭
の
砂

セ
ァ
 
 
 
 
ち
ょ
う
ず
 
や

㈲
朝
貌
や
手
水
を
遣
っ
て
窓
の
先

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈱
や
れ
窓
に
寝
な
が
ら
見
る
や
盆
の
月

 
た
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
け

⑱D

ｰ
送
る
苧
が
ら
の
舟
や
暁
の
風

 働
柴
の
戸
を
開
け
ば
ど
こ
も
月
白
し

 ㈲
黍
の
穂
や
い
つ
く
も
同
じ
秋
の
風

 
（
二
巻
獄
中
俳
譜
一
九
九
頁
）

              ノへ

秋秋秋秋秋秋秋夏） ） ） ） ） ） ） ）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬
溢
水
は
葛
湯
を
冷
し
た
飲

料
水
。
懸
り
舟
は
岸
に
と
め
て
あ
る
舟
。
㈲
手
水
は
洗
顔
や
手

洗
い
の
金
盟
な
ど
の
水
。
㈱
や
れ
窓
は
破
れ
た
窓
。
㈹
苧
が
ら

の
舟
は
苧
の
皮
を
は
い
だ
茎
で
作
っ
た
舟
、
こ
こ
は
萩
の
沖
の

相
島
に
来
た
異
国
船
を
さ
す
。
わ
か
り
や
す
い
温
和
な
句
で
あ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈱
夜
の
深
け
て
芭
蕉
の
声
や
秋
の
雨
 
 
 
 
 
 
 
（
秋
）

 
ζ
れ
は
箒
め
の
庭
と
い
う
席
題
で
、
松
陰
と
淡
い
慕
情
を
歌

や
句
で
交
流
し
た
未
亡
入
同
日
の
高
須
久
子
も
第
二
句
の
脇
に

座
を
設
け
て
い
て
か
な
り
の
実
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
短
歌
行
と
し
て
連
歌
形
式
も
吉
村
善
作
（
同
旨
で
号
は

二
二

は
な
の
や

花
遁
屋
）
を
師
に
し
て
開
い
て
い
る
。
五
七
五
（
句
形
式
）
の

上
の
句
の
松
陰
作
品
に
、
 
（
二
巻
獄
中
俳
譜
）

㈲
交
易
の
繁
昌
を
す
る
米
相
場
 
 
 
 
 
 
 
二
〇
三
頁

㈹
太
平
の
恵
の
と
ど
く
有
難
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〃

 
ま
た
、
初
句
に
例
え
ば
「
あ
れ
あ
れ
に
」
と
示
し
あ
と
に
付

句
を
す
る
遊
び
も
あ
っ
て
、
松
陰
は
次
の
作
を
残
し
て
い
る
。

（
二
〇
二
頁
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
し

㈲
〈
あ
れ
あ
れ
に
V
帆
か
け
て
沖
を
航
る
黒
船

 
次
の
作
は
連
歌
形
式
「
短
歌
行
」
の
作
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
や
り
ご
と

㈱
都
に
は
近
頃
あ
ち
な
流
行
事
 
 
 
 
 
 
 
 
二
〇
七
頁

 
 
 
 
と
か
く
 
 
 
 
 
 
り
ち
ぎ

㈲
人
情
は
兎
角
田
舎
が
律
義
に
て
 
 
 
 
 
 
 
二
〇
八
頁

ω
花
は
今
盛
り
と
誰
も
喜
び
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
み
じ

 
右
は
九
月
朔
日
の
座
で
あ
る
。
次
の
ω
㈹
は
久
子
（
組
す
る

 
 
 
 
 
と
り
い

中
に
も
朱
の
鳥
井
哉
）
と
並
ん
で
い
る
。

 
 
 
 
 
な

ω
朝
霧
や
見
習
れ
ぬ
島
の
五
つ
六
つ
 
 
 
 
 
 
二
〇
九
頁

 
連
歌
形
式
の
座
の
七
七
（
下
の
句
）
は
句
で
は
な
い
が
九
月

十
六
日
の
座
は
七
七
の
付
句
ば
か
り
で
あ
る
の
で
そ
れ
も
松
陰

の
例
句
と
し
て
示
す
と
、

 
（
i
）
何
心
な
く
鳥
の
来
て
鳴
く
 
 
 
 
 
二
〇
九
頁

一433一



10周年記念論文集（第16号）徳山大学論叢

 
 
 
 
 
こ
な
か
ら

 
（
一
）
小
半
分
酒
に
酔
う
て
あ
た
た
か

 
（
1
）
風
呂
の
煙
の
藪
こ
し
に
立
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
べ

 
（
一
）
短
冊
に
か
く
タ
部
の
読
歌

 
は
か

⑫
図
ら
ず
も
木
の
葉
を
散
ら
す
秋
の
風

 
九
月
二
十
九
日
の
「
短
歌
行
」
の
付
句
に
、

 
（
1
4
タ
立
晴
れ
て
跡
の
涼
し
さ

 
（
一
）
春
長
々
と
鶯
の
歌

㈹
掛
物
の
絵
図
は
古
風
な
狩
野
の
筆

二
〇
九
頁

 
〃

 
〃二

＝
頁

  〃  一一

頁  頁

 
防
府
天
満
宮
奉
納
に
松
陰
が
一
人
で
発
句
を
作
り
付
句
を
つ

け
た
連
歌
は
短
歌
の
形
式
な
の
で
別
の
松
陰
歌
集
㈲
に
記
し

た
。

 
 
 
 
つ
く
え

㈹
清
ら
か
に
卓
の
塵
を
は
き
の
け
て
 
 
 
 
 
二
一
四
頁

 
十
月
十
二
日
芭
蕉
翁
忌
も
連
歌
形
式
な
の
で
五
七
五
の
墨
形

の
作
の
み
を
次
に
示
す
と
、

 
 
 
 
 
わ
け

㈲
此
の
頃
は
別
て
肴
も
安
い
こ
と
な
り

㈲
追
は
ぎ
の
出
る
は
昔
の
事
に
し
て

㈲
タ
鳶
に
明
日
の
日
和
の
受
合
は
れ

㈹
戦
の
昔
話
も
勇
ま
し
く

 
 
 
 
 
 
 
 
い
ぬ
 
 
 
ば
か

㈲
わ
ん
わ
ん
と
闇
夜
に
狗
の
声
計
り

二
一
七
頁

 
〃二

一
八
頁

二
二
〇
頁

二
二
〇
頁

㈲
紅
葉
ち
る
錦
を
拾
ふ
翁
の
忌
 
 
 
 
 
 
二
二
一
頁

㈹
翁
忌
や
香
を
り
を
慕
ふ
残
り
菊
 
 
 
 
 
 
 
 
〃

働
麦
蒔
を
半
途
で
や
あ
る
時
雨
哉
 
 
 
 
 
 
 
二
二
二
頁

 
次
の
安
政
二
年
秋
短
歌
行
は
久
子
と
組
ん
だ
連
歌
形
式
で
、

二
人
の
も
の
を
示
す
と
、
 
（
二
二
二
頁
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ば

 
月
に
催
す
う
ど
ん
新
蕎
麦
 
 
 
 
 
 
 
 
 
久
子

㈹
武
士
の
心
勇
ま
す
轡
虫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松
陰

 
新
蕎
麦
の
美
味
に
武
士
が
出
陣
前
が
ち
ゃ
ち
ゃ
と
勇
ま
し
く

食
う
さ
ま
に
付
け
た
も
の
。
こ
れ
に
更
に
松
陰
が
自
分
で
つ
け

た
付
句
に
、

 
（
1
）
い
つ
く
を
見
て
も
秋
の
淋
し
さ

 
こ
れ
は
前
句
の
轡
虫
の
鳴
く
景
色
に
受
け
た
も
の
。
松
陰
が

一
人
で
短
歌
形
式
に
上
句
と
下
句
を
詠
ん
だ
も
の
が
混
っ
て
い

て
、
短
歌
の
部
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
次
に
あ
げ
て
お

く
。
天
の
岩
戸
の
鶏
を
連
想
し
た
作
。

 
 
 
わ
た
 
 
 
 
 
 
や
こ
え
 
 
ひ
さ
か
た

○
告
げ
回
る
か
け
の
八
声
に
久
堅
の

 
天
の
戸
あ
け
て
春
は
来
に
け
り

 
 
 
 
 
つ
れ
づ
れ

鋤
酒
と
茶
に
徒
然
し
の
ぶ
草
の
庵
 
 
 
 
 
 
 
 
松
陰

 
谷
の
流
の
水
の
清
ら
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
久
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
三
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松
陰
が
草
庵
に
酒
と
茶
の
隠
棲
の
さ
ま
を
句
に
す
れ
ば
久
子

は
草
庵
に
谷
水
を
配
し
た
わ
け
で
あ
る
。
更
に
自
ら
次
の
句
を

つ
け
、
松
陰
は
そ
れ
に
応
じ
た
。

 
四
方
山
に
友
よ
ぶ
鳥
も
花
に
酔
ひ
 
 
 
 
 
 
 
久
子

 
蝶
と
連
れ
行
く
春
の
野
遊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松
陰

 
二
人
は
呼
吸
を
合
わ
せ
て
一
首
の
歌
を
完
成
し
て
い
る
。
春

の
野
に
二
人
の
映
像
が
浮
か
ぶ
。
松
陰
が
免
獄
さ
れ
杉
家
幽
囚

に
な
り
安
政
二
年
十
二
月
十
五
日
に
送
別
句
会
を
催
し
、
そ
れ

に
は
久
子
が
初
句
に
、

 
鴨
立
っ
て
あ
と
淋
し
さ
の
夜
明
か
な

 
と
詠
ん
で
松
陰
と
の
別
れ
を
悲
し
ん
だ
。
安
政
五
年
十
二
月

に
松
陰
は
再
入
獄
し
て
再
び
久
子
と
句
と
歌
の
交
流
が
は
じ
ま

っ
て
い
る
。
前
後
す
る
が
安
政
二
年
一
月
に
下
田
筆
海
の
同
志

金
子
重
輔
が
岩
倉
獄
（
松
陰
の
野
山
獄
と
道
を
隔
て
て
前
に
あ

る
。
下
級
の
獄
）
で
死
去
、
松
陰
は
友
の
死
を
悲
し
み
冤
魂
慰

草
（
追
悼
詩
歌
集
）
を
編
集
す
べ
く
安
政
二
年
五
月
か
ら
四
年

夏
に
か
け
全
国
の
有
志
下
機
に
呼
び
か
け
二
年
を
要
し
て
完
成

し
た
。
次
の
作
は
獄
囚
徒
と
獄
吏
の
追
悼
句
集
の
中
の
作
で
あ

る
。
序
に
久
子
の
作
も
、

二
四

 
わ
か
木
さ
へ
枝
を
れ
に
け
り
春
の
雪
 
 
 
 
 
 
久
子

㈲
ち
る
と
て
も
香
は
留
め
た
り
園
の
梅
 
 
 
 
 
 
松
陰

 
（
二
巻
冤
魂
慰
草
二
四
九
頁
）
更
に
長
文
の
序
を
書
き
連
歌

の
座
も
催
し
た
（
二
五
一
頁
）
。

 
い
り
あ
い

㈲
入
相
に
む
か
し
を
偲
ぶ
寒
さ
か
な
 
 
 
 
 
 
 
松
陰

 
折
り
て
手
向
く
る
早
咲
の
梅
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松
陰

 
初
句
も
付
句
も
松
陰
だ
か
ら
短
歌
形
式
で
あ
る
が
俳
句
の
部

に
入
れ
て
お
く
。

 
あ
じ
わ

㈱
味
ひ
も
宇
治
の
新
茶
は
格
別
に
 
 
 
 
 
 
 
二
五
二
頁

㈱
拝
領
と
い
う
て
伝
は
る
陣
羽
織
 
 
 
 
 
 
二
五
三
頁

 
序
に
久
子
の
句
に
「
落
葉
ち
る
淋
し
き
路
の
思
ひ
哉
」
が
あ

る
。 

 
安
政
三
年
目
丙
辰
）
一
八
五
六
年
 
2
7
歳

㈹
千
里
経
て
香
な
り
届
け
や
菊
の
花

 
う
る
お
い
 
 
 
 
 
ひ
と

㈹
潤
は
御
園
に
均
し
野
辺
の
菊

 
（
七
巻
書
簡
集
四
五
三
頁
黙
森
宛
、
於
幽
囚
室
）
畏
敬
す
る

僧
黙
森
へ
友
情
を
伝
え
毛
利
藩
と
天
皇
と
の
歴
史
的
関
わ
り
を

述
べ
「
鄙
藩
主
入
、
天
朝
を
尊
奉
ず
る
微
衷
は
斯
く
の
如
し
。

其
の
事
な
ら
ざ
る
は
僕
輩
臣
民
の
罪
な
り
」
云
々
と
松
陰
の
基
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本
的
信
念
を
書
い
て
九
月
朔
日
と
結
ん
だ
あ
と
の
句
で
あ
る
か

ら
菊
の
香
は
松
陰
の
真
情
を
意
味
し
た
も
の
。
 
「
香
な
り
」
は

せ
め
て
香
な
り
と
も
、
の
意
。
㈹
の
句
に
は
「
僕
の
手
栽
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ら

天
公
の
雨
露
を
受
け
て
発
く
も
の
」
と
詞
書
が
あ
る
。

 
 
安
政
五
年
（
戊
午
）
一
八
五
八
年
 
2
9
歳

㈹
燈
火
の
影
静
か
な
り
歳
の
暮

 
（
四
巻
戊
午
幽
幽
文
華
四
九
四
頁
）
再
投
獄
は
「
学
術
不
純

に
し
て
人
心
を
動
揺
せ
し
む
」
罪
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
と
欝
憤

を
十
二
月
三
十
日
「
投
獄
紀
事
」
と
し
て
完
成
。
字
画
（
除
夜
）
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
 
 
 
 
 
ヨ
リ

し
て
詩
と
歌
と
右
の
句
を
記
す
。
詩
に
「
君
恩
重
二
於
嶽
一
」

と
、
歌
に
「
頽
れ
ぬ
も
の
は
大
和
魂
」
 
（
和
歌
の
㈲
）
と
、
並

列
さ
れ
る
「
影
静
か
な
り
」
の
句
と
は
お
の
ず
か
ら
文
学
の
発

想
形
式
の
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
安
政
六
年
（
甲
寅
）
一
八
五
九
年
 
3
0
歳

㈱
一
声
を
い
か
で
か
忘
れ
ん
ほ
と
と
ぎ
す

 
（
六
巻
詩
文
拾
遺
三
七
三
頁
）
五
月
十
四
日
江
戸
護
送
の
命

を
受
け
二
十
五
日
に
萩
を
出
発
す
る
。
そ
の
間
、
高
須
久
子
は

最
後
の
別
れ
を
野
山
獄
で
松
陰
に
汗
ふ
き
の
手
拭
を
贈
り
、
そ

れ
に
答
え
た
㈹
の
歌
と
並
べ
て
、
「
高
須
う
し
に
申
上
ぐ
る
と

て
」
と
前
書
し
て
贈
っ
た
句
で
あ
る
。
尊
皇
譲
夷
の
志
士
松
陰

の
せ
い
一
杯
の
思
い
を
こ
め
た
情
感
を
感
ず
る
。
あ
な
た
の
声

を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
押
え
た
松
陰
の
こ
え
が
聞
こ
え
る
。

 
 
 
 
 
い
り
あ
い

㈹
別
れ
か
な
入
合
早
し
梅
雨
の
そ
ら

 
（
九
巻
東
行
前
日
記
五
八
六
頁
）
江
戸
護
送
前
の
身
の
ま
わ

り
の
処
理
、
書
き
残
す
べ
き
も
の
は
全
て
書
き
留
あ
た
五
月
十

四
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
最
後
の
詩
文
の
中
の
、
二
十
四
日

「
同
囚
に
別
る
」
の
句
で
あ
っ
て
歌
（
⑳
の
歌
）
と
並
べ
て
松

陰
の
最
後
の
句
と
な
っ
て
い
る
。
安
心
と
諦
感
が
つ
た
わ
る
。

 
以
上
、
歌
と
句
に
、
激
し
い
思
想
詠
は
画
く
拝
情
叙
景
が
多

い
の
は
詩
形
の
齎
す
な
り
ゆ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
感
情

や
意
志
を
心
象
的
に
伝
え
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
実
用
的
挨

拶
詠
の
多
い
の
は
漢
詩
と
同
様
で
あ
っ
た
。

二
五
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